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喜
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を
身
体
い
っ
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い
に
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新
成
人

喜
び
を
身
体
い
っ
ぱ
い
に
表
す
新
成
人
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Ｐ
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Ｐ
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Ｐ
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Ｐ
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Ｐ
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ー
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Ｐ

・
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定
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告
（
控
除
に
つ
い
て
）
…
…
…
…
８
Ｐ

・
平
成
1
8
年
度
決
算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９
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こ

ん
にちは赤ちゃん

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した

プリンスとプリンセスのご紹介です。

ご家族は「早く大きくなーれ」と

成長を楽しみにしていることでしょう。

いろいろな可能性を秘めて、

洞爺湖町に誕生した赤ちゃん、

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

菖蒲　隼斗くん
（はやと）

真也さん・三希さん
11月23日生　入３区

奈良　結芽ちゃん
（ゆめ）

正さん・彩さん
11月４日生　虻６区

扇　　凪子ちゃん
（なぎこ）

靖宏さん・由香理さん
11月28日生　入４区

洞爺湖町社会福祉協議会【本所】（　76－4363）メール:toyako-sha.abuta@jupiter.ocn.jp申 込 み
問合せ先◆

虻田
地区ふ

れあい交流会へ参加を!!
　社会福祉協議会では、一人暮らしの75歳以上

（男性は70歳以上）の方を対象に「虻田地区ふ

れあい交流会」を開催してきました。「虻田地区

ふれあい交流会」は、毎年5月～11月の期間中、

毎週水曜日（ただし、参加者は隔週の利用）午前

10時から午後1時頃まで、レクリエーションや昼

食を取りながらお互いの近況などを話し合い、楽

しいひとときを過ごすものです。今年も昨年同様

に5月中旬頃からの実施を予定しています。参加

を希望される方は、3月31日（月）までにお申込く

ださい。

　なお、この交流会に自力で参加できない方に対

し、送迎（人数に制限あり）を行っておりますの

でお申込の際に申し出てください。

◆参加費　１回　200円（食事代として）

◆対象者　虻田地区在住の一人暮らしの方（世帯

　状況により相談を受けます）

　男性　昭和13年３月31日まで

　女性　昭和８年３月31日まで

※洞爺地区のふれあ

　いクラブについて

　は対象となる方へ

　内容を含め、個人

　通知によりご案内

　いたします。

送迎ボランティア、食事ボランティアの募集

　社会福祉協議会では「虻田地区ふれあい交流会」

をサポートしていただけるボランティアの募集を

しています。一人暮らしの高齢者が楽しく参加で

きるように送迎や食事の支度などをお手伝いして

みませんか。
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月
16
日
、
町
議
会
臨
時
会
が
開

　
　
か
れ
、
こ
の
中
で
、
町
民
、
事

業
者
、
自
治
体
の
３
者
が
協
力
し
て

自
然
環
境
を
守
ろ
う
と
う
た
っ
た

「
環
境
宣
言
」
に
関
す
る
決
議
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
主
要

テ
ー
マ
が
、
環
境
問
題
と
い
わ
れ
る

中
で
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
と
し
て
積

極
的
に
地
球
環
境
を
考
え
て
い
こ
う

と
議
員
提
案
が
な
さ
れ
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

篠
原
功
議
長
の
話

　
「
自
然
環
境
を
維
持
、
存
続
し
て

い
く
と
同
時
に
き
れ
い
な
環
境
で
お

迎
え
し
よ
う
と
決
議
し
ま
し
た
。
町

議
会
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
も
積
極
的

に
取
組
ん
で
生
き
た
い
。」

１

洞爺湖町議会
環境宣言を
可決

洞爺湖町議会
環境宣言を
可決

洞爺湖町議会
環境宣言を
可決

環 境 宣 言
　私たちの住む洞爺湖町は、洞爺湖と有珠山そし
て内浦湾に囲まれ、さらに秀峰羊蹄を望む、緑豊
かな大地と景観あふれる町である。
　この自然の恵みは、この地域に住む私たちの生
きる源であるとともに、広く国民と共有するもの
であり、次の世代へと引き継ぐべき大切な資源で
ある。
　今日、地球の自然環境は変化を余儀なくされて
いる。地球温暖化、オゾン層や森林の破壊、絶滅
の危機に瀕する野生生物の増加など地球規模で自
然環境が損なわれていることが、後世に大きな影
響をあたえることになる。
　私たちは、自然と調和し健康で快適な生活を営
む権利を有するとともに、この権利を子々孫々に
引き渡す義務を負っている。
　ここ洞爺湖町にあっても、町民、事業者、自治
体が協力しあい、生活や事業活動を見直し、自然
保護や環境の保全、節約やリサイクルなどを推進
し、環境にやさしい地域づくりをすることが求め
られている。
　ここに洞爺湖町議会は、自然環境を守り育てる
取り組みを積極的に推し進め、健全で持続可能な
地域社会を構築することを宣言する。

雪
冷
熱
活
用
施
設
「
雪
蔵
」
新
設

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
で
差
別
化

り
、
既
存
の
新
設
が
狭
く
な
っ
た
と

こ
ろ
で
、
環
境
省
の
「
環
境
と
経
済
の

好
循
環
の
ま
ち
モ
デ
ル
事
業
」
に
申

請
し
、
新
設
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の

機
会
を
と
ら
え
、
環
境
に
や
さ
し
い

農
業
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
差
別
化
を
図

る
こ
と
で
、
今
後
に
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
　
う
や
湖
農
協
の
成
香
に
あ
る

　
　
「
や
さ
い
集
出
荷
セ
ン
タ
ー
」

に
建
設
さ
れ
て
い
た
雪
冷
熱
を
利
用

し
た
「
雪
蔵
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し

ま
し
た
。

　
西
胆
振
の
１
市
３
町
と
と
う
や
湖

農
協
や
温
泉
の
各
ホ
テ
ル
な
ど
で
構

成
す
る
洞
爺
湖
地
域
温
暖
化
対
策
町

づ
く
り
協
議
会
（
会
長
：
長
崎
良
夫

洞
爺
湖
町
長
）
が
推
進
す

る
「
チ
ー
ム
洞
爺
湖
・
マ

イ
ナ
ス
50
％
事
業
」
の
一

環
で
、
貯
蔵
庫
と
雪
氷
庫

が
一
体
化
さ
れ
て
、
１
、

５
０
０
ト
ン
の
農
産
物
の

貯
蔵
が
可
能
と
な
り
、
温

室
効
果
ガ
ス
を
年
間
１
５

５
ト
ン
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
と
う
や
湖
農
協
で
は
、

２
０
０
４
年
か
ら
野
菜
貯

蔵
庫
に
雪
を
入
れ
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
保
存
し
、
「
雪

蔵
ジ
ャ
ガ
イ
モ
」
と
し
て

販
売
。
低
温
に
よ
る
貯
蔵

で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
自
身
の

保
存
機
能
が
働
き
、
甘
さ

が
増
化
。
人
気
商
品
に
な

と

完　成　し　た　「 雪　蔵 」完　成　し　た　「 雪　蔵 」
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生活環境課【　74－3006】

今後も､継続して広報誌などにて周知いたします。

平成20年4月1日から施行されます

条例ではこのようなルールが決められています。

まち美化ボランティア

洞爺湖町環境条例･洞爺湖町さわやか環境条例

すでに多くの団体、個人のみなさんが活動をはじめています。

道路や公園など地域の公共の場をみなさんの手で守ってみませんか？

　　【登録状況】 ○ 個人11名　○ 団体8団体（122名）（1月25日現在）

  　　    ※登録は引き続き受け付けています。

町内全区域における”ポイ捨ての禁止
◎空き缶やタバコの吸殻など、みだりに捨ててはいけません｡

◎飼い犬を連れている人は、飼い犬がしたフンをきちんと回収しな
　ければいけません。

【抜粋】第７条　町民及び滞在者等は、道路、公園、河川、海岸、広場、港湾その他の公共の
　　　　　場所（以下「公共の場所」という。）　及びその他の他人が占有する場所に空き缶等
　　　　　の投げ捨てをしてはならない。 
　　　　２　町民及び滞在者等は、公共の場所及びその他の他人が占有する場所に、犬、猫等
　　　　　のペットのふんを放置してはならない。 
　　　　３　公共の場所において、宣伝物、印刷物、その他のもの（以下「宣伝物等」という。）を
　　　　　公衆に配布又は配布させた者は、その宣伝物等が散乱した場合は速やかに当該宣伝
　　　　　物等を回収し、適正に処理しなければならない。 
　　　　４　町民及び滞在者等は、公共の場所及びその他の他人が占有する場所に、落書きを
　　　　　してはならない。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公共の場所での喫煙の制限､廃棄物等の焼却･廃棄･放置の禁止

◎公共の場所での喫煙は、決められた場所以外ではできません。
◎公共の場所に、廃棄物を投棄・放置することはやめましょう。

【抜粋】第８条　町民及び滞在者等は、公共の場所においては、灰皿の設置場所又は
　　　　　回収容器等を用いないで、たばこを喫煙してはならない。 
　　　　第９条　町民及び滞在者等は、公共の場所において廃棄物を焼却してはなら
　　　　　ない。 
　　　　２　町民等は、公共の場所に廃棄物を投棄又は放置してはならない。 
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今、地球は悲鳴をあげています…今、地球は悲鳴をあげています…
私たちの地球は、技術開発の進歩を背景に、異常気象や環境破壊などが大きな問題となっています。

本年７月に北海道洞爺湖サミットが開催され、環境問題がテーマとなって
います。

地球温暖化を防止するため、身のまわりの出来ることからはじめませんか？

地球温暖化の進行

地球温暖化とは

家庭でできる温暖化対策

　チベットの巨大な氷河が溶ければ、世界的に大きな影響を及ぼすと懸念されるなか、ヒマラヤ地方にも地球
温暖化の影響が及びつつあります。地球温暖化がこのまま続けば、2050年までに世界で最も標高の高いヒマラ
ヤ地方の氷河の３分の１が溶ける可能性があり、2090年には最大で２分の１が溶ける可能性があると専門家は
警告しています。(全国地球温暖化活動推進センターウェブサイトより（http://www.jccca.org/) 

　地球の大気中に含まれる二酸化炭素（CO2)
やメタン（CH4)などの温室効果ガスは、地球
の表面から逃げていく熱をさえぎることで
地表を暖かく保つ働きをしています。しかし、
これらのガスが増えると大気中でさえぎら
れる熱が増加し、地表の温度が上昇してしま
います。これが地球温暖化現象です。

　私たちの生活を見直し、二酸化炭素の排出を減らすにはどうすればいいのでしょうか？

まず、下にあげた取り組みを始めてみましょう。

体を洗っている間、お湯を
流しっぱなしにしないよう
にしましょう。

影響は？
　地球が温暖化すると、洪水や干ば
つなどの自然災害が増えたり、海面
の上昇による砂浜や低地の水没、気
温の上昇に適応できない動植物の
死滅、乾燥化などによる穀物生産量
減少といった深刻な影響を及ぼす
と予想されています。

シャワーを1日1分家族全員が減らす 風呂の残り湯を洗濯に使いまわす

洗濯や庭の水やりのほか、トイレの水に使
っている人もいます。残り湯利用のために
市販されているポンプを使うと便利です。

年間約69㎏のCO2の削減
年間で約7,100円の節約

年間約7㎏のCO2の削減
年間で約4,200円の節約

1978年 1998年



情
報
が
入
り
に
く
い
」
と
の
説
明
が

な
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
今
後
の
事
業
に

つ
い
て
な
ど
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、

２
０
０
日
前
よ
り
１
０
０
日
前
が
盛

り
上
が
る
よ
う
に
、
町
民
が
一
丸
と

な
っ
て
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
計
画
及
び
承
認
事
項
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。
　
　

■
総
務
企
画
部
会
　

　
前
回
の
町
民
会
議
よ
り
こ
れ
ま
で

３
回
の
部
会
を
開
催
し
、
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
推
進
基
本
計
画
に
つ

い
て
討
議
さ
れ
４
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
決
定
し
、
現
在
基
本
計
画
を
策
定

中
で
す
。

　
４
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
①
開
催
支

援
と
協
力
②
お
も
て
な
し
③
洞
爺
湖

町
か
ら
の
発
信
④
未
来
へ
の
継
承
で

す
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
決
定
し
、

町
民
会
議
に
提
案
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
選
定
に
つ
い
て
の
方
法
な
ど
検

討
の
結
果
、
部
会
の
中
で
議
論
さ
れ
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月
30
日
、
第
５
回
洞
爺
湖
サ
ミ

　
　
ッ
ト
推
進
町
民
会
議
が
役
場
防

災
研
修
ホ
ー
ル
で
、
約
50
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
各
部
会
か
ら
の
報
告

が
な
さ
れ
、
総
務
企
画
部
会
か
ら
提

案
の
あ
っ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
お
も
て
な
し
の
心
で
世
界
へ
　
環

境
と
観
光
の
ま
ち
洞
爺
湖
」
が
全
会

一
致
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
質
疑
で
は
、「
警
備
の
情

報
を
知
り
た
い
」
「
ア
メ
リ
カ
政
府

団
が
登
別
に
宿
泊
す
る
と
の
情
報
は

ほ
ん
と
う
か
」
な
ど
の
質
問
が
出
ま

し
た
。

　
警
備
の
情
報
は
、
ま
だ
詳
し
い
情

報
が
無
い
た
め
、
今
後
入
手
次
第
随

時
報
告
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
政
府
団
の
宿
泊
先

の
件
に
つ
い
て
は
、「
契
約
は
ホ
テ
ル

と
各
国
が
直
接
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
町
に
は
な
か
な
か

■
承
認
事
項

・
総
務
企
画
部
会
よ
り
提
案
さ
れ
た

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
、
次
の
と
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
や
看
板
等
に
掲
載
し
、
サ

ミ
ッ
ト
終
了
後
の
町
づ
く
り
を
視
野

に
入
れ
て
、
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て

進
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
　
「
お
も
て
な

し
の
心
で
世
界
へ
　
環
境
と
観
光
の

ま
ち
洞
爺
湖
」

・
３
月
29
日
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
広
場

と
も
合
わ
せ
て
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
１

０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
詰
め

て
い
く
こ
と
で
確
認
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

１

た
も
の
を
提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
２
月
５
日
か
ら
開
催

さ
れ
る
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
で
の
広

告
看
板
に
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲

載
し
、
洞
爺
湖
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
合

わ
せ
実
施
し
ま
す
。

■
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
部
会

　
前
回
の
町
民
会
議
よ
り
３
回
の
部

会
を
開
催
し
、
12
月
20
日
開
催
さ
れ

た
２
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
準
備
期
間
が
無
い
中
で
の
取
組

み
で
し
た
が
、
多
数
の
参
加
も
得
ら

れ
、
お
お
む
ね
成
功
で
あ
っ
た
と
の

評
価
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
29
日
は
サ
ミ
ッ
ト
開

催
１
０
０
日
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

事
業
内
容
と
し
て
前
回
よ
り
多
く
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
を

計
画
。
そ
の
ほ
か
５
月
18
日
は
50
日

前
事
業
と
し
て
記
念
パ
レ
ー
ド
な
ど

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
５
～
11
日
に
開
催
さ
れ
る
さ

っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
に
は
、
町
民
会
議

と
し
て
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
向
け
て

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
し
、

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
６
日
が
聖
龍

太
鼓
、
７
日
は
洞
爺
龍
神
太
鼓
保
存

会
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
環
境
美
化
部
会

　
１
月
25
日
部
会
を
開
催
し
、
今
後

の
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
決

定
し
ま
し
た
。
４
月
20
日
、
５
月
11

日
、
６
月
22
日
、
９
月
28
日
に
町
民

清
掃
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、

５
月
18
日
（
サ
ミ
ッ
ト
開
催
50
日
前
）

及
び
６
月
１
日
に
は
町
民
植
樹
祭
を

開
催
し
ま
す
。
３
月
29
日
に
は
サ
ミ

ッ
ト
開
催
１
０
０
日
前
に
あ
わ
せ
、

リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
を
行
う
「
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
」
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
町
内
の
植
栽
や

ハ
ン
ギ
ン
グ
な
ど
具
体
的
に
計
画
し

た
も
の
を
進
め
ま
す
。

■
広
報
・
記
録
部
会

　
１
月
23
日
に
部
会
を
開
催
し
、
町

民
向
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
広
報
誌

の
作
成
な
ど
に
つ
い
て
検
討
。
２
月

25
日
よ
り
サ
ミ
ッ
ト
に
関
す
る
情
報

を
、
サ
ミ
ッ
ト
通
信
と
し
て
発
行
す

る
こ
と
に
決
定
し
、
サ
ミ
ッ
ト
終
了

ま
で
、
月
２
回
の
発
行
を
予
定
し
て

い
ま
す
。ポ
ス
タ
ー
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

ス
テ
ッ
カ
ー
な
ど
に
つ
い
て
は
現
在

検
討
中
で
す
が
、
２
月
上
旬
に
決
定

し
て
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

町
民
会
議
ニ
ュ
ー
ス

町
民
会
議
ニ
ュ
ー
ス

北
海
道
洞
爺
湖

サ
ミ
ッ
ト

● ●● ●

北海道洞爺湖
サミット
北海道洞爺湖
サミット

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
お
も
て
な
し
の
心
で

世
界
へ
　
環
境
と
観
光

の
ま
ち
洞
爺
湖
」に
決
定

経
過
及
び
計
画

活発な意見が出された町民会議活発な意見が出された町民会議
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府
が
全
国
の
小
中
高
生
ら
か
ら
、

　
　
昨
年
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
、

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
を
募
集
し
、
こ
の
た
び
応
募
総

数
４
、
１
９
８
点
の
中
か
ら
、
最
優

秀
賞
１
点
と
優
秀
作
品
５
点
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
優
秀
賞
５
点
の
中
に
、
虻
田
中
学

校
２
年
の
原
綾
香
さ
ん
の
作
品
が
中

学
生
で
は
唯
一
の
入
選
。
１
月
４
日

に
は
、
首
相
官
邸
で
授
賞
式
が
あ
り
、

福
田
首
相
か
ら
直
接
表
彰
状
を
受
け

ま
し
た
。

　
原
さ
ん
の
作
品
は
、
海
面
に
接
近

し
て
い
る
大
き
な
太
陽
を
描
く
こ
と

で
、
地
球
温
暖
化
に
警
笛
を
な
ら
し
、

未
来
へ
の
希
望
を
海
か
ら
伸
び
る
若

葉
で
表
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
作
品
に
は
、
三
重
県
立
特

別
支
援
学
校
北
勢
き
ら
ら
学
園
Ｃ
８

（
シ
ー
エ
イ
ト
）
代
表
の
近
藤
敦
也

さ
ん
ら
５
人
の
グ
ル
ー
プ
が
採
用
作

品
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
正

　

式
ロ
ゴ
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
作
品
の
中
央
の
緑
の
円
は
発

芽
し
て
い
る
種
で
、
青
色
の
円
は
地

球
を
表
し
て
お
り
、
地
球
上
で
自
然

環
境
と
人
類
が
共
生
し
て
い
る
姿
を

表
現
し
て
い
ま
す
。
地
球
が
い
つ
ま

で
も
緑
が
あ
ふ
れ
る
美
し
い
星
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
、

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
生
ま

れ
た
芽
が
成
長
し
、
大
き
な
実
を
結

ぶ
こ
と
を
期
待
す
る
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
　
１
月
16
日
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ

　
　
ミ
ッ
ト
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集
で

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
、
虻
田
中
学
校

２
年
の
原
綾
香
さ
ん
が
、
役
場
を
訪

れ
、
受
賞
の
喜
び
を
長
崎
町
長
に
伝

え
ま
し
た
。

　
原
さ
ん
は
、
作
品
の
説
明
を
行
っ

た
後
、
受
賞
に
対
し
て
「
自
分
で
も

び
っ
く
り
し
た
」
こ
と
や
首
相
官
邸

で
の
表
彰
式
で
、
福
田
首
相
か
ら
直

接
「
お
め
で
と
う
」
と
言
っ
て
表
賞

状
を
手
渡
さ
れ
、
非
常
に
感
激
し
た

こ
と
な
ど
、
貴
重
な
体
験
を
語
り
ま

し
た
。

　
長
崎
町
長
は
「
お
め
で
と
う
。
感

性
豊
か
な
作
品
で
、
私
に
は
考
え
も

つ
か
な
い
」
と
受
賞
を
た
た
え
ま
し

た
。

　
原
さ
ん
は
「
清
掃
活
動
や
か
べ
新

聞
作
り
な
ど
で
、
環
境
に
つ
い
て
取

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も

学
校
全
体
で
積
極
的
に
環
境
問
題
を

取
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語

り
、
生
徒
会
長
と
し
て
の
顔
を
の
ぞ

か
せ
ま
し
た
。

政

１

● ●● ●

北海道洞爺湖
サミット
北海道洞爺湖
サミット

原  綾香さん 優秀賞虻中２年 原  綾香さん 優秀賞虻中２年

政府
募集

虻
中
原
さ
ん

長
崎
町
長
に
受
賞
を
報
告

虻
中
原
さ
ん

長
崎
町
長
に
受
賞
を
報
告

友遊クラブサミットたすきで洞爺湖音頭披露
老人クラブ交流会

　１月18日、毎年恒例の洞爺湖町老人クラブ連合会
（鈴木正直会長）の新年演芸交流大会が、洞爺湖文化
センターで開かれました。
　今年は、19のクラブから約270人が参加。飲み物や食
事を取りながら、各クラブの演芸発表を楽しみました。
　オープニングは、いきいきクラブの皆さんの「憧れ
のハワイ航路」「上を向いて歩こう」のコーラスでス
タート。カラオケ、民謡やパントマイムなど37の出し
物が披露されました。
　取りは友遊クラブの
「洞爺湖音頭」。サミット
開催歓迎を意識して、三
上幸江さんら11人が手づ
くりのサミットたすきを
肩にかけて、テーブルを
回りながら踊りを披露し、
交流会を盛り上げました。 長崎町長に賞状を見せる原さん長崎町長に賞状を見せる原さん

手作りサミットたすきをかけて踊る友遊クラブの皆さん手作りサミットたすきをかけて踊る友遊クラブの皆さん

最優秀作品

原　綾香さんの作品



　
　
源
移
譲
で
所
得
税
が
減
少
す
る

　
　
こ
と
に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
限
度
額
が
所
得
税
額
よ
り
大
き
く

な
り
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
11
年
か
ら
平
成

18
年
ま
で
に
入
居
し
た
方
に
限
り
、

今
ま
で
所
得
税
か
ら
控
除
さ
れ
て
い

た
分
に
つ
い
て
は
、
申
告
に
よ
り
、

平
成
20
年
度
か
ら
28
年
度
分
ま
で
の

住
民
税
の
所
得
割
額
か
ら
も
控
除
す

る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
控
除
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、

そ
の
年
の
３
月
15
日
ま
で
（
平
成
20

年
は
３
月
17
日
ま
で
）
に
役
場
へ
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
期
限
後
の
申
告
は
、
特
別
徴

収
税
額
決
定
通
知
書
ま
た
は
納
税
通

知
書
が
到
着
す
る
ま
で
で
す
。

　
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、

税
務
署
を
通
し
て
申
告
書
を
提
出
し

ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

洞
爺
湖
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示

し
て
い
ま
す
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
く

　

　
　
税
者
本
人
又
は
そ
の
控
除
対
象

　
　
配
偶
者
や
扶
養
親
族
の
う
ち
に

障
害
者
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
障
害

な
ど
の
程
度
に
応
じ
て
、
一
定
の
金

額
を
障
害
者
控
除
と
し
て
所
得
金
額

か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
対
象
要
件
は
、
①
身
体
障
害
者
手

帳
・
精
神
障
害
者
保
険
福
祉
手
帳
・

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
②
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
（
常
に
就
床
を
要
し
、
複
雑
な
介

護
を
要
す
る
方
）
③
精
神
上
の
障
害

に
よ
り
事
理
を
弁
識
す
る
能
力
を
欠

く
常
況
に
あ
る
方
、
そ
の
他
に
も
幾

つ
か
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
障
害
者
の
う
ち
、
そ
の
障
害
の

程
度
が
重
度
な
も
の
に
つ
い
て
は
特

別
障
害
者
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
　

　
給
与
受
給
者
は
、
年
末
調
整
時
の

申
告
で
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
他

の
公
的
年
金
等
受
給
者
や
個
人
事
業

者
な
ど
で
、
障
害
者
控
除
の
要
件
を

満
た
し
て
い
て
も
未
申
告
に
よ
り
適

用
さ
れ
て
い
な
い
方
や
障
害
の
程
度

が
普
通
障
害
か
ら
特
別
障
害
に
変
更

と
な
っ
た
方
な
ど
、
申
告
を
要
す
る

方
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
控
除
に
係

る
確
定
申
告
（
還
付
申
告
）
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
所
得
税
が
還
付
さ
れ
た

り
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
住
民
税
に
つ
い
て
も
同
様
に
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
税
務
財
政
課
課
税
係

（
　
74
―
３
０
０
３
）
ま
で
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
注
　
②
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
、
洞
爺
湖
町
が
交

付
す
る
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

8

納

申
告
前
に
同
認
定
書
を
取
り
寄
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
介
護
保

険
係
（
　
74
―
３
０
０
１
）へ
。

だ
さ
い
。

　
申
告
を
要
す
る
方
の
た
め
に
、
エ

ク
セ
ル
形
式
に
よ
る
簡
易
な
申
告
書

作
成
ツ
ー
ル
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

　

で
、
「
住
宅
借
入
金
特
別
税
額
控
除

申
告
書
」
の
作
成
に
あ
た
っ
て
活
用

く
だ
さ
い
。

シリーズ②障
害
者
控
除
に
つ
い
て

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て

～控除について～

税務財政課

税

平成20年度町･道民税の申告相談及び所得税の確定申告相談会を開催します
＜申告期限２月18日（月）～３月17日（月）まで＞

■申告の必要な方　
①平成20年１月１日現在洞爺湖町に在住し、平成19年中に所得（給与・年金等・営業・
不動産・配当・利子など）があった方②給与所得者で、退職などにより事業所などで年末
調整を受けていない方③２カ所以上（例　給与と年金など）から収入のある方④収入がな
くても、洞爺湖町の国民健康保険に加入している方⑤各種の税証明（課税・非課税・所得
証明）が必要な方。
　次の日程により相談会場を設けますので、相談ください。
■開催日　３月６日（木） 午前10時～正午、午後１時～４時
■会　場　洞爺湖温泉支所
■申告に持参するもの
　平成19年１月１日～12月31日までの収入及び必要経費を証明する書類（帳簿類・源泉
徴収票等）、印鑑、社会保険料（国民健康保険税等）の領収書、国民年金の支払証明書、
生命保険料等の証明書、地震保険料（長期損害保険料）の控除証明書。
◆平日に町・道民税の申告または所得税の確定申告に来られない方には、確定申告中の３
　月２日、３月９日の日曜日に、役場本庁税務財政課で申告受付を行いますので、利用く
　ださい。
　　詳しくは、洞爺湖町役場税務財政課（税務担当　74－3003）
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平成18年度

決算の概要決算の概要

町の家計簿であり、町づくりの記録でもある、平

成18年度の決算の概要についてお知らせします。

町の家計簿であり、町づくりの記録でもある、平

成18年度の決算の概要についてお知らせします。

一　般　会　計

【歳　入】 （単位：千円 ％）

町 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

道 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

歳 入 合 計

1,188,230

165,930

6,100

1,851

1,383

118,509

2,000

29,600

20,082

3,801,736

1,800

61,515

285,152

635,228

214,566

55,849

4,001

1,154,729

162,262

296,064

1,078,000

9,284,587

1,203,413�

164,475�

3,369�

1,851

1,383�

118,509�

2,580�

27,892�

20,082�

3,801,736�

2,121�

62,993�

274,700�

607,929�

211,318�

53,054�

4,001�

1,124,478�

163,726�

304,392�

1,038,350�

9,192,352

101.3

99.1

55.2�

100.0�

100.0�

100.0�

129.0�

94.2�

100.0�

100.0�

117.8�

102.4�

96.3�

95.7�

98.5�

95.0�

100.0�

97.4�

100.9�

102.8�

96.3�

99.0

科　　　目 予算現額 収入率決 算 額

【歳　出】 （単位：千円 ％）

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

給 与 費

予 備 費

災 害 復 旧 費

歳 出 合 計

102,394

1,249,743

1,092,310

486,285

8,556

355,999

616,012

1,336,092

421,728

377,082

1,692,032

1,531,070

323

14,961

9,284,587

101,941�

1,218,916�

1,047,377�

481,883�

8,525�

349,797

549,232

1,325,737

421,295

364,810

1,683,757

1,522,636

0�

13,851

9,089,757

99.6�

97.5�

95.9�

99.1�

99.6�

98.3�

89.2�

99.2�

99.9�

96.7�

99.5�

99.4�

0.0�

92.6�

97.9

科　　　目 予算現額 執行率決 算 額



　
　
成
18
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額

　
　
は
、
歳
入
（
町
に
入
っ
た
お
金
）

が
91
億
９
、
２
３
５
万
２
、
０
０
０

円
、
歳
出
（
使
っ
た
お
金
）
が
、
90
億

８
、
９
７
５
万
７
、
０
０
０
円
で
、

差
引
１
億
２
５
９
万
５
、
０
０
０
円

を
平
成
19
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
の
伸
び
は
、
前
年
度
に

比
べ
歳
入
で
９･

５
％
の
減
、
歳
出
で

も
９･

１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
歳
入
で
国
庫
支
出
金
が
前
年

度
に
比
べ
33･

５
％
、
繰
入
金
が
34･

０
％
、
諸
収
入
が
37･

４
％
、
町
債
が

19･

２
％
減
少
し
た
こ
と
、ま
た
、歳
出

で
は
、合
併
に
係
る
各
種
基
金
の
整
理

統
合
及
び
電
算
シ
ス
テ
ム
統
合
業
務

が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
総
額
は
16
億
３
、
４
６
２
万

８
、
０
０
０
円
、
歳
出
総
額
は
17
億

６
７
８
万
４
、
０
０
０
円
で
、
差
引

７
、
２
１
５
万
６
、
０
０
０
円
の
不

足
額
を
翌
年
度
の
歳
入
で
補
て
ん

（
繰
上
充
用
）
し
ま
し
た
。

　
歳
入
総
額
は
10
億
２
、
１
６
０
万

　

10

平

５
、
０
０
０
円
、
歳
出
総
額
は

10
億
１
、
４
８
１
万
８
、
０
０

０
円
で
、
差
引
６
７
８
万
７
、

０
０
０
円
を
平
成
19
年
度
へ
繰

り
越
し
ま
し
た
。

　
歳
入
総
額
は
18

億
２
、
４
４
４
万

９
、
０
０
０
円
、

歳
出
総
額
は
18
億

４
、
２
７
３
万
９
、

０
０
０
円
で
、
差

引
１
、
８
２
９
万

円
の
不
足
額
を
翌

年
度
の
歳
入
で
補

て
ん（
繰
上
充
用
）

し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
計
は
、
平
成
19
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
と
も
総
額
は
２
、
２
９
７

万
７
、
０
０
０
円
同
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

【歳　入】 【歳　出】

一
　
般
　
会
　
計

特
　
別
　
会
　
計

【 
　
　
　
　
　
】

国

民

健

康

保

険

特

別

会

計

【 

　
　
】

老
人
保
健

特
別
会
計

　
歳
入
総
額
は
７
億
２
、
５
４

５
万
５
、
０
０
０
円
、
歳
出
総

額
は
６
億
３
、
６
８
３
万
５
、

０
０
０
円
で
、
差
引
８
、
８
６

２
万
円
を
平
成
19
年
度
へ
繰
り
越
し

ま
し
た
。

　
歳
入
総
額
は
１
億
３
５
１
万
１、０

０
０
円
、
歳
出
総
額
は
１
億
１
１
３

万
４
、
０
０
０
円
で
、
差
引
２
３
７

万
７
、
０
０
０
円
を
平
成
19
年
度
へ

繰
り
越
し
ま
し
た
。

【 

　
　
】

介
護
保
険

特
別
会
計

【 

　
　
　
　
　
】

公

共

下

水

道

事

業

特

別

会

計

【 

　
　
　
　
　
】

簡

易

水

道

事

業

特

別

会

計

【 

　
　
　
　
　
】

観

光

施

設

特

別

会

計

特　別　会　計

（単位：千円 ％）

国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

簡易水道事業特別会計

観 光 施 設 特 別 会 計

1,740,983�

1,021,206�

1,909,795�

665238�

102,757�

24,480

1,706,784�

1,014,818�

1,842,739�

636,835�

101,134�

22,977

98.0�

99.4�

96.5�

95.7�

98.4�

93.9

1,634,628

1,021,605

1,824,449

725,455

103,511

22,977

93.9�

100.0�

95.5�

109.1�

100.7�

93.9

区　　　分 予算現額
執行率決 算 額収入率決 算 額

歳　　出歳　　入

90億8,975万7千円91億9,235万2千円

0.2％

0.2％

12.2％

6.6％

41.3％

0.3％

1.3％

0.7％

2.3％

1.8％

3.3％

0.6％

3.0％

1.8％

11.3％

0.2％

13.1％

0.1％

3.9％

6.0％

1.1％

5.3％

13.4％

14.6％4.6％

4.0％

18.5％

16.8％

11.5％

災害復旧費
議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費消防費

地方特例交付金

地方交付税

自動車取得税交付金

地方消費税交付金

地方譲与税

財産収入

繰　入　金

繰　越　金

諸　収　入

町　　　債 町　　　税

そ　の　他

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

道  支  出  金

教育費

公債費

給与費
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益
的
収
支
に
つ
い
て
は
、
収
入

　
　
が
２
億
６
、
８
９
５
万
５
、
０
０

０
円
、支
出
が
２
億
５
、２
２
４
万
３
、

０
０
０
円
で
、
当
年
度
純
利
益
が
１
、

６
７
１
万
２
、
０
０
０
円
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
18
年
度
末
の
未
処

理
欠
損
金
は
２
億
６
６
３
万
７
、
０

０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
資
本
的
収
支
に
つ
い
て
は
、
収
入

が
２
億
３
、３
７
４
万
２
、０
０
０
円
、

支
出
が
３
億
３
、
６
５
６
万
４
、
０
０

０
円
と
な
り
、
不
足
額
１
億
２
８
２

万
１
、
０
０
０
円
は
過
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
て
い
ま

す
。 収

　
　
の
法
律
は
、
平
成
19
年
６
月
15

　
　
日
に
成
立
し
ま
し
た
。

　
法
律
の
目
的
は
、
地
方
公
共
団
体

が
財
政
の
健
全
性
に
関
す
る
比
率
を

公
表
し
、
そ
の
比
率
に
応
じ
て
、
財

政
健
全
化
計
画
又
は
財
政
再
生
計
画

を
策
定
し
、
早
期
に
財
政
の
健
全
化

を
図
る
こ
と
を
狙
い
と
し
た
も
の
で

す
。

　
こ
の
法
律
の
中
で
、
財
政
の
健
全

性
を
判
断
す
る
指
標
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
具
体
的
な
基
準
が
昨

年
12
月
中
旬
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
以

下
に
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
と
基
準

値
を
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
当
町
に

お
い
て
は
、
こ
の
比
率
の
う
ち
「
実

質
公
債
費
比
率
」
が
平
成
18
年
度
決

算
で
28･

５
％
（
３
カ
年
平
均
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
は
平
成

20
年
度
決
算
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す

が
、
平
成
20
年
度
決
算
で
も
早
期
健

全
化
基
準
の
25
％
以
上
と
な
る
見
込

で
早
期
健
全
化
団
体
の
指
定
は
免
れ

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
当
町
は
毎
年
収
支
の
均
衡

が
と
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
多
額
の
基

金
を
取
り
崩
し
普
通
会
計
に
繰
入
し

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
基
金
残

高
は
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、

歳
入
不
足
額
を
埋
め
る
手
立
て
が
な

く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
更
な

る
行
財
政
改
革
を
進
め
る
必
要
に
迫

　 こ

水
　
道
　
会
　
計

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）

（収益的収支の予算現額及び決算額については、消費税込みの金額です。）

282,098

265,721

233,742

336,564

100.7

94.8

100.0

100.0

280,210

280,210

233,742

336,564

区　　　分 予算現額 執行率決 算 額

●水道事業会計

収益的収支

資本的収支

収入

支出

収入

支出

1,386,463�

2,629,332�

4,437,748�

304,907�

8,766�

561,452�

214,233�

98,871�

4,043,480�

3,234,157

16,919,409

5,015,928�

856,657�

44,531�

5,917,116�

�

892,524�

892,524�

�

1,138,591�

409,542�

1,548,133

8.2�

15.5�

26.2�

1.8�

0.1�

3.3�

1.3�

0.6�

23.9�

19.1�

100.0�

�

84.8�

14.5�

0.7�

100.0�

�

100.0�

100.0�

�

73.5�

26.5�

100.0

●地方債年度末現在高
区　　　　　分 構成比平成18年度末残高

一 般 会 計

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

一 般 公 共 事 業 債

一 般 単 独 事 業 債

公営住宅建設事業債

義務教育施設整備事業債

辺 地 対 策 事 業 債

災 害 復 旧 事 業 債

一般廃棄物処理事業債

厚生福祉施設整備事業債

過 疎 対 策 事 業 債

そ の 他

合 計

下 水 道 事 業 債

資 本 費 平 準 化 債

災 害 復 旧 事 業 債

合 計

簡易水道整備事業債

合 計

水 道 事 業 債

災 害 復 旧 事 業 債

合 計

（単位：千円、㎡）

61,053

31,566

2,229,356

1,791,2160

38,243

6,682,182

750,508

2,260,694

259,396

1,382,869

13,165,152

170,398

●町有財産の状況
区　　　　　分 面　積金　額

公 の 施 設

宅 地

山 林

保 安 林

原 野

雑 種 地

そ の 他

（農地等の地目）

合 計

建 物

有 価 証 券

出 資 金

基 金

土
　
　
　
　
　
地

地方公共団体の
財政の

健全化に関する法律

地方公共団体の
財政の

健全化に関する法律
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正
等
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
変
更

箇
所
は
実
質
公
債
費
比
率
の
将
来
推

計
に
止
め
て
い
ま
す
。

こ
の
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画

は
、
平
成
18
年
度
以
降
の
実
質
公
債

費
比
率
を
推
計
し
、
計
画
期
間
内
に

実
質
公
債
費
比
率
を
18
％
未
満
の
水

準
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
を
目
標
と

し
た
計
画
で
す
。

普
通
会
計
の
公
債
費
は
、
災
害
関

連
事
業
な
ど
の
起
債
事
業
の
累
積
に

よ
り
平
成
21
年
度
が
償
還
の
ピ
ー
ク

と
な
る
見
込
み
で
あ
り
、
今
後
の
公

営
企
業
会
計
を
含
め
た
建
設（
起
債
）

事
業
の
抑
制
等
に
よ
っ
て
公
債
費
償

還
額
の
減
額
を
図
り
、
実
質
公
債
費

比
率
を
18
％
未
満
と
す
る
も
の
で

す
。本

来
、
計
画
に
つ
い
て
は
、
７
年

度
以
内
で
定
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
推
進
し

て
い
く
に
は
、
町
民
の
皆
様
に
「
が

ま
ん
」
と
「
痛
み
」
を
お
願
い
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

12

爺
湖
町
は
平
成
17
年
度
決
算
に

お
い
て
、
普
通
会
計
に
お
け
る

実
質
公
債
費
比
率
の
３
カ
年
平
均
の

数
値
が
28
・
２
％
と
な
り
、
実
質
公

債
費
比
率
に
よ
る
起
債
許
可
団
体
と

な
っ
た
こ
と
や
、
後
年
度
も
高
い
数

値
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
実
質
公
債
費
負
担
の
適

正
な
管
理
の
た
め
の
取
り
組
み
を
計

画
的
に
行
う
た
め
、
平
成
19
年
２
月

に
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
決
算
に
お
い
て
も
普

通
会
計
に
お
け
る
実
質
公
債
費
比
率

の
３
カ
年
平
均
の
数
値
が
28
・
５
％

と
昨
年
度
策
定
し
た
計
画
の
推
計
値

よ
り
若
干
で
は
あ
り
ま
す
が
、
上
昇

し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
平
成
19
年

８
月
に
計
画
を
見
直
し
し
、
一
部
変

更
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
制
度
改

洞

<標準財政規模>

地方自治体の一般財源

の標準規模を示すもの

で、一定の計算方式によっ

て算定される。

<一般財源>

財源の使途が特定されず、

どのような経費にも使用す

ることができるもの。一般

には、地方税、地方交付税、

交通安全対策特別交付金、

利子割交付金、地方消費税

交付金、ゴルフ場利用税交

付金、自動車取得税交付金

などをいう。

公公
債債
費費
負負
担担

適適
正正
化化
計計
画画

２
　
計
画
期
間

１
　
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
の
概
要

■財政再生等判断比率

名　　称

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

内　　　　　容

一般会計及び特別会計を対象とした実質赤字の標準
財政規模に対する割合。
実質赤字とは歳入不足を翌年度の歳入で埋めた額の
ほか、歳入不足のため支払を繰延べた額や事業の繰
越額を含めたもの。
早期健全化基準―財政規模に応じて11.25～15％

以上（15％以上）
財政再生基準―20％以上〔

公営企業会計を含めた当該地方公共団体の全会計を

対象とした実質赤字の標準財政規模に対する割合。

早期健全化基準―財政規模に応じて16.25～20％

以上（20％以上）

財政再生基準―30％以上（ただし、当初３年間

は５％～10％（初年度40％、

以降40％、35％）上乗せする

経過措置が講じられる方向。）
〔
一般会計等が負担する元利償還金及び元利償還金に

準ずるものの標準財政規模に対する割合。

早期健全化基準―25％以上

財政再生基準―35％以上〔
一般会計等が将来に向かって負担すべき実質的な負

債の標準財政規模に対する割合。

早期健全化基準―350％以上。〔

用語解説
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ま
す
。
し
か
し
、
既
往
債
に
よ
る
公

債
費
の
ピ
ー
ク
が
平
成
21
年
度
と
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
７
年
度

以
内
に
実
質
公
債
費
比
率
を
18
％
未

満
と
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
平

成
18
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の

10
カ
年
の
計
画
期
間
と
す
る
も
の
で

す
。

(1)
既
往
債
の
状
況

有
珠
山
噴
火
災
害
に
よ
る
砂
防
施

設
整
備
に
伴
う
、
公
営
住
宅
移
転
建

設
事
業
の
起
債
23
億
円
の
元
金
償
還

が
平
成
20
年
度
か
ら
償
還
開
始
と
な

る
た
め
、
既
往
債
に
お
け
る
公
債
費

の
ピ
ー
ク
は
平
成
21
年
度
と
な
り
、

実
質
公
債
費
比
率
も
そ
れ
を
境
に
下

降
し
ま
す
。

(2)
計
画
期
間
中
に
お
け
る
財
政
状
況

や
地
方
債
等
の
見
通
し
等

①
歳
入
確
保
や
捻
出
方
法

地
方
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年

度
以
降
ほ
ぼ
横
ば
い
状
況
で
あ
り
、

地
方
交
付
税
は
平
成
17
年
度
に
増
額

し
て
い
ま
す
が
、
国
の
行
政
改
革
な

ど
に
よ
る
大
幅
な
見
直
し
な
ど
に
よ

り
今
後
の
増
額
は
見
込
め
な
い
状
況

に
あ
り
、
歳
入
の
確
保
と
し
て
、
町

税
・
税
外
収
入
の
滞
納
整
理
強
化
の

推
進
、
各
公
共
施
設
等
使
用
料
の
見

直
し
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

②
歳
出
削
減
の
内
容

歳
出
の
削
減
に
関
し
て
は
、

以
下
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

・
特
別
職
報
酬
の
削
減

・
職
員
給
与
、
時
間
外
勤
務
手

当
の
削
減

・
職
員
退
職
に
よ
る
欠
員
の
不

補
充

・
議
員
定
数
の
削
減
（
合
併
協

議
に
よ
る
減
）

・
事
務
経
費
の
節
減
（
事
務
用

品
の
節
約
、
事
務
機
器
の
合

理
化
）

・
施
設
維
持
管
理
経
費
の
節
減

・
町
内
各
種
団
体
の
一
元
化
な
ど
に

よ
る
補
助
金
の
縮
減

・
特
別
会
計
に
お
け
る
料
金
改
定
な

ど
に
よ
る
繰
出
金
の
削
減
（
上
下

水
道
料
金
、
国
民
健
康
保
険
税
の
　

改
定
を
検
討
）

・
普
通
建
設
事
業
の
抑
制
（
新
規
事

業
の
抑
制
及
び
継
続
事
業
の
見
直

し
に
よ
る
延
期
な
ど
）

③
今
後
の
地
方
債
発
行
等
に
係
る
方

針
平
成
19
年
度
以
降
の
普
通
建
設
事

業
は
、
継
続
事
業
を
中
心
と
し
、
新

規
事
業
に
お
い
て
は
緊
急
性
・
必
要

性
を
勘
案
し
な
が
ら
、
実
質
公
債
費

比
率
の
早
期
低
減
化
に
向
け
抑
制
に

取
り
組
み
、
今
後
の
地
方
債
発
行
に

つ
い
て
も
同
様
に
抑
制
を
図
っ
て
行

く
と
と
も
に
、
交
付
税
算
入
措
置
の

あ
る
有
利
な
起
債
の
利
用
を
図
り
ま

す
。

④
計
画
期
間
中
に
お
け
る
実
質
公
債

費
比
率
の
適
正
管
理
の
た
め
の
方
策

上
記
①
②
に
よ
る
財
政
状
況
の
健
全

化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
債
の
発

行
を
抑
制
し
実
質
公
債
費
比
率
の
適

正
な
管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤
実
質
公
債
費
比
率
の
見
通
し
等

今
後
の
実
質
公
債
費
比
率
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度
を
ピ

ー
ク
に
減
少
し
、
平
成
27
年
度
で
は

16
・
２
％
と
な
る
見
込
み
で
す
。

３
　
財
政
状
況
の
見
直
し

〔実質公債費比率の将来推計（平成19年度改訂）〕

実質公債費比率の見

込み（単年度）

実質公債費比率の見

込み（3カ年平均）

計画策定年度

（平成18年度）

30.0％

28.5％

31.1％

28.6％

31.1％

30.7％

30.3％

30.8％

29.0％

30.1％

第２年度

（平成19年度）

第３年度

（平成20年度）

第４年度

（平成21年度）

第５年度

（平成22年度）

実質公債費比率の見

込み（単年度）

実質公債費比率の見

込み（3カ年平均）

第６年度

（平成23年度）

24.8％

28％

19.2％

24.3％

17.8％

20.6％

17.2％

18.0％

16.2％

17.0％

第７年度

（平成24年度）

第８年度

（平成25年度）

第９年度

（平成26年度）

第10年度

（平成27年度）



　
　
月
23
、
24
、
25
日
の
３
日
間
、

　
　
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
「
ホ
ー

リ
ー
ラ
イ
ト
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ン
洞
爺

湖
」
が
、
洞
爺
湖
畔
特
設
会
場
で
開
か

れ
、
来
場
者
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し

た
約
15
ｍ
の
巨
大
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ

ー
や
打
上
げ
花
火
な
ど
で
、
ク
リ
ス

マ
ス
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
の
24
日
に
は
、
サ
ミ
ッ
ト

開
催
に
ち
な
ん
で
、
８
カ
国
の
料
理

の
試
食
会
と
ラ
イ
ブ
演
奏
会
が
行
わ

れ
、
各
国
の
伝
統
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
曲
で
来
場
者

を
酔
わ
せ
ま
し
た
。

　
カ
ッ
プ
ル
が
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
し
た

紙
コ
ッ
プ
に
願
い
こ
と
を
書
い
て
キ

ャ
ン
ド
ル
ツ
リ
ー
に
飾
っ
た
り
す
る

な
ど
温
泉
街
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
一
色

に
染
ま
り
ま
し
た

12　
　
月
26
日
、
洞
爺
湖
町
手
を
つ
な

　
　
ぐ
育
成
会
（
平
山
勝
俊
・
奥
山

愛
子
会
長
代
行
）
の
代
表
が
役
場
を

訪
れ
、
入
江
に
あ
る
通
所
授
産
施
設

「
あ
す
な
ろ
」
の
皆
さ
ん
が
製
作
し

た
約
１
ｍ
ほ
ど
の
大
き
な
し
め
飾
り

を
町
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
同
作
業
所
で
は
、
９
年
前
か
ら
し

め
縄
作
り
を
開
始
。
毎
年
恵
庭
市
の

佐
藤
五
郎
さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
、

11
月
か
ら
製
作
を
始
め
て
い
て
、
昨

年
は
約
２
０
０
件
程
の
注
文
を
受
け

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
製
作
に
携
わ
っ
た
通
所

者
の
皆
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
訪
れ
、

　
「
が
ん
ば
っ
て
作
り
ま
し
た
。
玄

関
に
下
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
言
葉

を
添
え
て
長
崎
町
長
へ
手
渡
し
ま
し

た
。

等
制
度
」
の
協
定
を
、
わ
か
さ
い
も

本
舗
（
若
狭
高
司
社
長
）
と
北
海
道

教
育
委
員
会
が
結
び
ま
し
た
。

　
同
制
度
は
、
お
と
と
し
の
９
月
に

　
「
家
庭
教
育
の
充
実
に
向
け
社
会

全
体
で
推
進
し
よ
う
」
と
新
設
。
町

内
で
は
初
の
企
業
で
、
管
内
で
は
10

番
目
。

　
当
日
は
、
胆
振
教
育
局
の
菅
野
滋

局
長
ら
が
同
社
を
訪
問
し
、
若
狭
洋

市
会
長
と
協
定
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
若
狭
会
長
は
「
今
後
も
地
域
の
行

事
の
支
援
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
永
年
勤
続
表
彰
が
行
わ

れ
、
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
監
督
官
訓
示
で
は
、
長
崎
町
長
が

「
今
年
も
事
故
の
無
い
よ
う
海
難
防

止
に
励
ん
で
欲
し
い
」
と
の
話
が
あ

り
、
同
時
に
今
年
開
催
さ
れ
る
サ
ミ

ッ
ト
に
つ
い
て
も
「
成
功
に
向
け
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

言
及
し
ま
し
た
。

　
来
賓
挨
拶
の
あ
と
最
後
に
高
清
水

所
長
が
「
今
年
も
所
員
一
丸
と
な
っ

て
、
海
難
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

務
め
ま
す
」
と
答
辞
を
行
い
、
出
初

式
を
終
え
ま
し
た
。

ライトアップした洞爺湖
「ホーリーライトクリスマスイン洞爺湖」開く

大きな手作りしめ縄
あすなろの皆さん町に寄贈

事故の防止を誓い、サミット
成功を祈願した虻田救難所出初式

わかさいも本舗と道教委
家庭教育サポート企業として協定締結
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　�

職
場
の
子
育
て
や
地
域
行
事
な

　
　
ど
へ
の
支
援
を
盛
り
込
ん
だ

「
北
海
道
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
企
業

職 　
　�

本
水
難
救
済
会
虻
田
救
難
所

　
　
（
高
清
水
幸
夫
所
長
）
の
平
成

20
年
の
出
初
式
が
、
１
月
６
日
虻
田

漁
港
の
荷
さ
ば
き
所
で
行
わ
れ
、
安

全
操
業
と
海
難
防
止
を
誓
い
ま
し
た
。

日

ピアノと書画のコラボレーション ８ヵ国料理に舌鼓を打つ来場者８ヵ国料理に舌鼓を打つ来場者しめ縄を手渡すあすなろの皆さんしめ縄を手渡すあすなろの皆さん

１年間の安全を祈願する出初式１年間の安全を祈願する出初式協定書を交わす若狭会長（左）と菅野局長協定書を交わす若狭会長（左）と菅野局長



　
　�

月
21
日
か
ら
洞
爺
湖
を
１
周
す

　
　
る
「
ぐ
る
っ
と
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」

が
運
行
を
始
め
ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
町
、
壮
瞥
町
、
洞
爺
湖
温

泉
観
光
協
会
な
ど
が
構
成
す
る
「
洞

爺
湖
周
辺
地
域
観
光
ル
ネ
サ
ン
ス
事

業
組
織
委
員
会
」
が
、
道
南
バ
ス
に

委
託
し
て
走
ら
せ
る
も
の
で
す
。

　
サ
ミ
ッ
ト
開
催
で
外
国
人
観
光
客

増
加
が
予
測
さ
れ
、
主
要
に
は
そ
の

人
ら
の
旅
の
サ
ポ
ー
ト
を
狙
っ
て
の

事
業
で
、
運
賃
は
１
０
０
円
。

　
洞
龍
く
ん
と
ブ
ラ
ッ
キ
ー
く
ん
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
描
か
れ
た
赤
い
バ

ス
が
、
洞
爺
湖
の
見
所
を
巡
り
ま
す
。

ー
ム
▽
準
優
秀
賞
　
か
ぼ
ち
ゃ
と
ハ

ス
カ
ッ
プ
の
ジ
ャ
ム
・
三
品
優
子
さ

ん
／
赤
カ
ブ
の
千
枚
漬
・
合
田
武
夫

さ
ん
▽
残
念
賞
　
白
菜
の
山
わ
さ
び

漬
・
毛
利
則
子
さ
ん

　
　�

月
６
日
役
場
防
災
研
修
ホ
ー
ル

　
　
で
、
洞
爺
湖
町
成
人
式
が
行
わ

れ
、
参
加
し
た
84
人
の
新
成
人
は
、

大
人
年
の
自
覚
を
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
長
崎
良
夫
町
長
が
「
サ

ミ
ッ
ト
開
催
の
年
に
成
人
に
な
る
皆

さ
ん
に
は
、
世
界
に
目
を
向
け
て
歩

ん
で
欲
し
い
」
と
新
成
人
を
激
励
。

　
来
賓
の
祝
福
に
応
え
て
、
天
野
恵

梨
子
さ
ん
と
木
村
し
お
り
さ
ん
が

「
責
任
と
自
覚
を
持
ち
、
社
会
に
貢

献
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
二
十

歳
の
誓
い
を
読
上
げ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
行
わ
れ
た
祝
賀
会

で
は
、
久
し
ぶ
り
に
再
開
し
た
恩
師

「
持
て
る
全
て
の
力
が
だ
せ
る
よ
う

が
ん
ば
り
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
全
国

大
会
に
向
け
た
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

洞爺湖町成人式
自覚と責任を胸に刻む

洞爺湖1周100円
ぐるっとシャトルバス運行開始

虻中の横山君と新君
全国中学校スキー大会へ

美味い物コンテスト
宮内さんのそばふくさが最優秀賞獲得
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月
15
日
か
ら
３
日
間
札
幌
フ
ッ

　
　
ツ
ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
北
海

道
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
で
、
横
山
駿

太
君
（
虻
中
３
年
）
と
新
賢
範
君

（
虻
中
２
年
）
が
全
国
大
会
へ
の
出

場
を
決
め
、
23
日
に
役
場
を
訪
問
し
、

長
崎
良
夫
町
長
に
意
気
込
み
を
伝
え

ま
し
た
。

　
横
山
君
は
、
回
転
で
14
位
、
新
君

が
回
転
７
位
、
大
回
転
５
位
の
成
績

を
収
め
、
２
月
２
日
か
ら
石
川
県
で

開
か
れ
る
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手

に
し
ま
し
た
。

　
横
山
君
は
「
全
力
で
滑
っ
て
順
位

を
少
し
で
も
上
げ
た
い
」
、
新
君
は

や
友
人
達
と
中
学
時
代
の
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
運
行
は
、
２
月
は
15
日
ま
で
で
、

そ
の
後
６
月
20
日
～
８
月
15
日
、
９

月
15
日
～
10
月
20
日
に
運
行
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
洞
爺
湖
観
光
協
会
（
　

75
―
２
４
４
６
）
へ
。

１１

　
　
４
回
洞
爺
美
味
い
物
コ
ン
テ
ス

　
　
ト
（
プ
ュ
ー
ア
フ
ー
ズ
と
う
や

主
催
）
が
、
１
月
23
日
洞
爺
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
地
場
産
品
を
活
用
し
た
特
産
品
づ

く
り
を
目
指
そ
う
と
始
め
ら
れ
、
今

回
も
町
内
の
主
婦
ら
19
人
と
高
校
生

が
、
漬
物
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
37
品
の

料
理
を
出
品
し
、
味
を
競
い
合
い
ま

し
た
。

　
入
選
作
品
は
次
の
と
お
り
。
　

　
▽
最
優
秀
賞
　
そ
ば
ふ
く
さ
（
お

菓
子
）
・
宮
内
八
千
代
さ
ん
▽
優
秀

賞
　
長
い
も
の
ク
ッ
キ
ー
、
花
豆
の

ク
ッ
キ
ー
・
洞
爺
高
校
ク
ッ
キ
ー
チ

第 １

20歳の誓いを読み上げる新成人の代表20歳の誓いを読み上げる新成人の代表出発するシャトルバス出発するシャトルバス

全国大会への抱負を述べる横山君（右）と新君全国大会への抱負を述べる横山君（右）と新君最優秀賞を受賞した宮内八千代さん最優秀賞を受賞した宮内八千代さん



叱
る
口
調
抜
け
ず
長
女
や
着
ぶ
く
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

サ
ミ
ッ
ト
へ
向
け
し
決
意
や
年
新
た
　
　
　
　
　
　
　
　
白
　
井
　
み
　
え

痛
む
足
を
誰
か
に
あ
づ
け
た
き
師
走
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

街
灯
に
明
か
り
来
る
と
き
虎
落
笛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

マ
ス
ク
す
る
老
眼
鏡
曇
り
て
と
ま
ど
ひ
ぬ
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

お
か
わ
り
の
子
ら
ゐ
て
弾
む
今
朝
の
春
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

冬
う
ら
ら
母
の
瞳
見
つ
め
ち
ち
呑
む
嬰
　
　
　
　
　
　
　
瀬
　
川
　
　
　
稔

猫
よ
り
も
先
を
陣
取
り
日
向
ぼ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
　
川
　
サ
チ
子

歳
晩
の
鐘
音
ベ
ッ
ト
に
聞
き
に
つ
つ

　
　
　
　
　
　
の
ち
の
命
火
祈
り
て
眠
る
　
　
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

か
ら
松
の
ほ
つ
枝
を
ゆ
す
る
風
に
さ
へ

　
　
　
　
　
　
術
後
の
息
子
を
思
ふ
凍
む
夜
は
更
に
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

ボ
ー
ナ
ス
が
出
で
し
と
孫
よ
り
お
年
玉

　
　
　
　
　
　
わ
が
手
に
受
け
し
も
涙
の
に
じ
む
　
　
　
伊
　
藤
　
静
　
子

年
明
け
て
氏
神
に
向
ひ
て
拍
手
を
打
て
ば

　
　
　
　
　
　
家
族
の
身
は
引
き
し
ま
る
　
　
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

ま
た
ひ
と
つ
い
の
ち
は
齢
か
さ
ね
た
り

　
　
　
　
　
　
さ
ぶ
し
う
れ
し
の
春
に
至
り
て
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

迎
春
の
力
強
か
り
筆
太
に

　
　
　
　
　
　
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
祝
ふ
が
ご
と
く
　
　
　
室
　
野
　
晃
　
慶

子
等
帰
り
我
が
家
の
正
月
終
り
た
り

　
　
　
　
　
　
常
の
静
け
さ
部
屋
に
た
だ
よ
う
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

若
松
を
床
の
間
に
活
け
て
気
を
静
め

　
　
　
　
　
　
穏
や
か
に
あ
れ
と
新
春
迎
え
る
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

元
朝
に
出
勤
す
る
息
子
を
送
り
出
す

　
　
　
　
　
　
清
し
き
朝
に
元
気
わ
き
く
る
　
　
　
　
　
石
　
黒
　
ま
さ
子

乳
母
車
あ
る
夜
の
夢
に
孫
乗
せ
て

　
　
　
　
　
　
呼
ば
る
る
声
に
ふ
と
目
覚
め
た
り
　
　
　
中
　
野
　
イ
　
マ

故
郷
の
友
よ
り
届
き
し
年
賀
状

　
　
　
　
　
　
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
祝
し
て
あ
り
ぬ
　
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
一
月
定
例
会

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
一
月
定
例
会

や

も 

が
り
ぶ
え

め

め

こ

が

ね

は
ず

　
　
後
の
生
活
を
支
え
る
柱
と
し
て

　
　
欠
か
せ
な
い
の
が
年
金
で
す
。

し
か
し
年
金
記
録
の
問
題
が
社
会
問

題
に
な
り
、
社
会
不
安
を
招
い
て
い

ま
す
。
今
回
の
相
談
も
そ
の
よ
う
な

問
題
も
含
め
て
年
金
制
度
全
体
に
つ

い
て
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
、
身
近

で
大
切
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
室
蘭
社
会
保
険
事
務
所
の

職
員
の
方
が
相
談
員
と
し
て
、
対
応

し
ま
す
。

■
日
　
時
　
３
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら
午

　
　
　
　
　
後
３
時
30
分
ま
で

■
場
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
３
０
２

　
　
　
　
　
号
会
議
室

※
年
金
手
帳
等
を
ご
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。

老
あ
な
た
の
た
め
･
み
ん
な
の
た
め
の
年
金
だ
よ
り

…
そ
こ
が
知
り
た
い

年
金
相
談
所
開
設

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
な
方
に
は
、
全
額
免
除
、

一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
、
若
年
者

納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
な
ど
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
未
納
と
せ
ず
、
免
除
な

ど
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申

請
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
及

び
各
支
所
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
又

は
最
寄
の
社
会
保
険
事
務
所
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

  

住
民
課
戸
籍
年

金
係
（
　
74
―
３

０
０
２
）
・
室
蘭

社
会
保
険
事
務
所

（
　
０
１
４
３
―

24
―
７
１
０
１
）

　「ねんきん特別便」については、社会保険
庁からご本人の基礎年金番号に記録が結び付
くと思われる方には今年の３月までに、その
後その他のすべての方々に今年４月から10
月までに送られることになっています。
　次の事項についてご理解、ご協力をお願い
いたします。
■住所変更の届出がお済みでない方
　お手数ですが次の手続き先で住所変更など
の手続きをお願いします。
・国民年金第第１号被保険者……役場住民課、
　各支所窓口
・厚生年金加入者／・国民年金第３号被保険
　者の方……厚生年金加入者の勤務先の事務
　担当者の方
・年金受給者……最寄の社会保険事務所　　
■結婚などで名字が変わった方
　結び付く可能性のある記録を探すためにも、
お手持ちの古い年金手帳をご確認のうえ、氏
名変更の届出がされていない方は、早急に変
更の届出をお願いします。
■「ねんきん特別便」の内容の確認と確認後
　の回答
　「ねんきん特別便」では、社会保険庁が把
握している加入記録をお知らせしています。
ご自身の記録にもれがないか十分にご確認い
ただき、訂正がない場合には、同封の「確認
はがき」を、訂正がある場合には「年金加入
記録照会票」を必ず提出していただきますよ
うご協力をお願いいたします。
　室蘭社会保険事務所（　0143－24－7101）
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「ねんきん特別便」について

か

み



　
　
爺
湖
町
で
は
、
財
政
の
基
盤
で

　
　
あ
る
町
税
や
使
用
料
な
ど
の
収

入
の
確
保
と
公
平
性
を
守
る
た
め

「
洞
爺
湖
町
収
納
対
策
推
進
本
部
」

を
設
置
し
、
全
庁
体
制
で
徴
収
強
化

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
す
で
に
一
部
の
悪
質

な
町
税
滞
納
者
に
対
し
て
給
与
、
預

貯
金
な
ど
の
「
財
産
差
押
」
処
分
、

水
道
使
用
料
の
悪
質
な
滞
納
者
に
対

し
て
「
給
水
停
止
」
処
分
を
行
な
う

な
ど
の
厳
し
い
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
納
期
内
に
納
付
し
て
い
る

方
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
徴
収

強
化
を
促
進
し
、
滞
納
町
税
、
使
用

料
な
ど
の
一
掃
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
滞
納
の
理
由
が
悪
質
で
あ
っ

　
　
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
、
ひ
と
り

　
　
暮
ら
し
世
帯
等
の
老
人
に
対
す

る
道
老
（
老
人
医
療
費
助
成
制
度
）

に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
３
月
31
日

を
も
ち
ま
し
て
制
度
廃
止
と
な
り
ま

す
。

　
平
成
20
年
３
月
ま
で
の
診
療
に
対

す
る
高
額
医
療
費
等
に
つ
い
て
は
、

４
月
以
降
20
年
度
中
に
限
り
支
払
可

能
で
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
お
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
道
老
の
制
度
は
、
老
人
保
健
制
度

や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は
、
全

く
異
な
る
医
療
助
成
制
度
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
住
民
課
国
保
医
療
係

（
　
74
―
３
０
０
２
）
へ
。

　
　
成
20
年
４
月
よ
り
は
じ
ま
る
後

　
　
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、

皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
次
の

日
程
に
よ
り
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
よ
い
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
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た
り
、
誠
意
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る

場
合
は
、
法
令
に
基
づ
い
た
厳
し
い

対
応
を
実
施
し
ま
す
。
今
後
の
具
体

的
な
計
画
や
方
針
な
ど
に
つ
い
て
は

翌
月
の
広

報
誌
で
お

知
ら
せ
し

ま
す
。

　
次
の
町

税
な
ど
に

納
め
忘
れ

や
滞
納
が

あ
る
方
は
、

至
急
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
万
一
、

全
額
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
必
ず

担
当
課
ま
で
来
庁
、
納
付
相
談
を
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
（
税
務
財
政
課
収
納
対
策
係
）

　
町
税
、
使
用
料
な
ど
の
納
期
内

納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
納

め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
!?

　
町
税
、
使
用
料
等
の
納
付
に
は

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
納
め
忘
れ
も
な
く

安
心
で
す
。

平

68 道
老（
老
人
医
療
給
付
事
業
）

の
制
度
廃
止
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

説
明
会
開
催

国
民
健
康
保
険
か
ら
…

◆説 明 会 会 場

月　　日

２月26日（火）

２月28日（木）

２月27日（水）

13時00分から 洞爺ふれ愛センター

15時30分から 農業研修センター（アグリ館とれた）

13時00分から 洞爺湖町役場防災研修ホール（３階）

15時30分から あぶたコミュニティーセンター

13時00分から とうや湖コミュニティーセンター

時　　間 会　　　　場

◆問い合わせ先

科　　　目

税務財政課 納　税　係【　74－3003】

建　設　課 住　宅　係【　74－3007】

上下水道課 営　業　係【　74－3008】

管　理　課 保　育　係【　74－3009】

住　民　課 住　民　係【　74－3002】

健康福祉課
福　祉　係【　74－3001】

介護保険係【　74－3001】

担　当　課 電話での納付相談について

洞
公平性を守るため公平性を守るため公平性を守るため

滞納町税･使用料などの

一掃を目指します! 

収納対策推進本部（　74－3003）

町 道 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

法 人 町 民 税

国 民 健 康 保 険 税

町 営 住 宅 使 用 料

ウタリ資金貸付金

災害援護資金貸付金

介 護 保 険 料

上 下 水 道 使 用 料

保 　 育 　 料

霊 園 管 理 手 数 料



　
　
月
５
日
（
土
）
、
洞
爺
湖
消
防
団

　
　
（
寺
島
勉
団
長
）
の
出
初
式
が

開
か
れ
、
本
町
地
区
、
温
泉
地
区
、

洞
爺
地
区
の
順
に
車
両
パ
レ
ー
ド
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
終
了
後
に
は
、
洞
爺
湖

文
化
セ
ン
タ
ー
で
式
典
が
行
わ
れ
、

長
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
功
績
の

あ
っ
た
団
員
や
従
業
員
を
団
員
と
し

て
選
任
す
る
な
ど
、
事
業
所
を
挙
げ

て
消
防
団
活
動
に
協
力
し
て
い
る
事

業
所
へ
の
表
彰
が
あ
り
、
来
賓
各
位

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
消
防
出
初
式
の
表
彰
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

■
消
防
協
力
事
業
所

　
有
限
会
社
高
橋
石
油

■
北
海
道
知
事
表
彰

 <

20
年
勤
続>

・
部
長
　
高
谷
隆
介
／
阿
部
重
徳

・
班
長
　
阿
部
　
豊
／
吉
田
　
真
／

　
黒
川
正
美

・
団
員
　
藤
野
幸
治

 <

10
年
勤
続>

　
班
長
　
秋
田
奈
樹
佐
／
篠
原
里
美

　
団
員
　
北
村
操
子
／
小
林
由
香

■
北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

 <

功

績

章>

・
副
団
長
　
　
矢
野
克
典

・
副
分
団
長
　
奥
山
耕
一

 <

20
年
勤
続>

・
部
長
　
高
谷
隆
介
／
志
賀
辰
彦
／

　

　
　
震
の
発
生
時
に
転
倒
被
害
を
受

　
　
け
に
く
い
家
具
配
置
に
つ
い
て

工
夫
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
、
家
具
の
転
倒
範
囲
に
机

な
ど
を
配
置
し
、
就
寝
場
所
に
転
倒

し
な
い
よ
う
工
夫
す
る
な
ど
、
お
部

屋
の
状
況
に
合
わ
せ
て
工
夫
し
て
み

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
テ
レ

ビ
は
低
い
位
置
に
固
定
し
て
お
く
な

ど
の
工
夫
も
必
要
で
す
。

　
配
置
の
工
夫
だ
け
で
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
タ
ン
ス
や
本
棚
な
ど
は
Ｌ

字
金
具
や
支
え
棒
な
ど
で
固
定
。
そ

の
他
食
器
棚
に
扉
が
開
か
な
い
た
め

　

洞爺湖消防署（　76-2119）･温泉分署（　73-1119）･洞爺支署（　87-2119）･『火災・救急・救助119番』
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の
金
具
を
取
り
付
け
た
り
、
冷
蔵
庫

を
転
倒
防
止
用
ベ
ル
ト
で
固
定
す
る

な
ど
、
具
体
的
な
転
倒
防
止
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
意
識
の
違
い
に
よ
っ
て
、
大

き
な
被
害
を
避
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
手
軽
に
で
き
る

こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

地

12
月
の

●
火
災
件
数
　
０
件

●
救
急
件
数
　
36
件

消
防
だ
よ
り

２
月
の
広
報
テ
ー
マ

「
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
」

家
具
の
配
置
等
の
工
夫
と

転
倒
防
止
対
策

統
一
標
語

「
火
は
見
て
る

　
　
あ
な
た
が
離
れ
る

　
　
　
　
　
　
そ
の
時
を
」
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１ 洞
爺
湖
消
防
団
出
初
式

　
阿
部
重
徳

・
班
長
　
稲
實
邦
章
／
阿

　
部
　
豊

・
団
員
　
藤
野
幸
治
／
秋

　
山
敏
光
／
大
西
善
幸

 
<

10
年
勤
続>

・
班
長
　
秋
田
奈
樹
佐
／

　
篠
原
里
美

・
団
員
　
北
村
操
子
／
小

　
林
由
香

■
西
胆
振
消
防
組
合
管
理

　
者
表
彰

 
<

20
年
勤
続>

・
部
長
　
高
谷
隆
介
／
志

　
賀
辰
彦
／
阿
部
重
徳

・
班
長
　
稲
實
邦
章
／
阿
部
　
豊
／

　
黒
川
正
美

・
団
員
　
藤
野
幸
治
／
秋
山
敏
光
／

　
大
西
善
幸

■
洞
爺
湖
町
長
感
謝
状

 <

20
年
勤
続>

・
部
長
　
高
谷
隆
介
／
志
賀
辰
彦
／

　
阿
部
重
徳

・
班
長
　
稲
實
邦
章
／
阿
部
　
豊

・
団
員
　
藤
野
幸
治
／
秋
山
敏
光
／

　
大
西
善
幸

　
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
入
江

４
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
夜
の
巡
回

が
、
12
月
５
、
12
、
19
、
26
日
の
毎

　

週
水
曜
日
に
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
を
中

心
に
入
江
４
区
自
治
会
の
協
力
を
得

て
、
寒
風
の
吹
く
中
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
火
の
用
心
」
の
掛
け
声
と
拍
子
木

の｢

カ
ー
ン
、
カ
ー
ン｣

の
音
を
夜
の

街
に
響
か
せ
て
、
無
火
災
・
無
災
害

を
訴
え
、
地
域
住
民
の
安
全
を
願
い

行
わ
れ
ま
し
た
。

入
江
４
区
婦
人
防
火

　
　
ク
ラ
ブ
の
火
の
用
心

出初式での車両パレード

防火夜回りを行う皆さん
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北海道心身障害者扶養共済制度のお知らせ北海道心身障害者扶養共済制度のお知らせ北海道心身障害者扶養共済制度のお知らせ
　この制度は、心身障害者の保護者の相互扶助の精神に基づき、保護者が生存中掛金を納付すること
により、保護者がお亡くなりになった場合などに障害者に終身年金を支給する任意加入の制度です。
　これは、障害者の生活の安定と福祉の増進に資するとともに、障害者の将来に対し保護者の抱く不
安の軽減を図ることを目的として創設されました。しかしながら、運用環境の変化に伴う運用利回り
の低下や、障害者の平均寿命の伸長による年金給付期間の長期化等により財政的に非常に厳しい状況
にあります。このため、厚生労働省において、心身障害者扶養保険検討委員会を設置し、検討を進め
てきたところであり、『今後も制度を継続し、現行の制度の枠組みを基本としつつも、現在の経済状
況を踏まえ、長期にわたって安定的に持続可能な制度へと見直すことが適当である』旨の報告書がと
りまとめられました。これを受けて、平成20年４月１日をめどに掛金引き上げ等の制度改正の準備が
進められているところです。
　つきましては、あらかじめ今回の国の見直し案についてお知らせいたします。なお、改正前に加入
するためには、２月22日までに手続を完了する必要がありますので、加入を検討されている方はお早
めに手続をすまされますようお願いいたします。

　改正の内容は次のとおりです
１　年金額は１口あたり２万円が維持されます。
２　見直し後（平成20年４月１日以降）の１口あたり掛金額は次のとおりとなります。

☆制度の概要
　①加入できる保護者の方
　　障害のある方を現に扶養している保護者（父母・配偶者等）であって、次の全ての要件を満たし
　　ている方
　　・年齢が65歳未満であること。
　　・道の区域（札幌市の区域を除く）内に住所を有する者であること。
　　・特別の疾病又は障害を有しないと知事が認める者であること。
　②障害のある方の要件
　　次のいずれかに該当する障害のある方で、将来独立自活することが困難であると認められる方です。
　　・知的障害
　　・身体障害～身体障害者手帳を所持し、その障害が１級から３級までに該当する障害
　　・精神又は身体に永続的な障害を有する方で、その障害の程度が上記に掲げる者と同程度と認め
　　　られる者

☆新規加入についてのお問い合わせ先
　胆振保健福祉事務所保健福祉部 社会福祉課　 　0143-24-9836
　〒051-8555　室蘭市幸町9番11号　胆振合同庁舎内

☆国における心身障害者扶養共済制度の改正の経緯等については、下記のＵＲＬで確認できます。
　独立行政法人福祉医療機構ホームページ　http://www.wam.go.jp/wam/goumu/fuyou/index.html

３　見直し後（平成20年４月１日以降）の弔慰金、脱退一時金は次のとおりとなります。

加入時年齢

加入期間

改正後掛金額 （参考）平成20年4月1日以降に
新たに加入者となる方の掛金額

３５歳未満

３５歳以上～４０歳未満

４０歳以上～４５歳未満

４５歳以上～５０歳未満

５０歳以上～５５歳未満

５５歳以上～６０歳未満

６０歳以上～６５歳未満

�５，６００円

６，９００円

８，７００円

１０，６００円

１１，６００円

１２，８００円

１４，５００円

�９，３００円

１１，４００円

１４，３００円

１７，３００円

１８，８００円

２０，７００円

２３，３００円

（参考）平成20年４月１日以降に新たに
加入される方に係る弔慰金、脱退一時金

平成20年3月31日以前に加入されている方で
見直し後の事由による弔慰金、脱退一時金　

�５０，０００円

１２５，０００円

２５０，０００円

７５，０００円

１２５，０００円

２５０，０００円

�３０，０００円

７５，０００円

１５０，０００円

４５，０００円

７５，０００円

１５０，０００円

�１年以上～５年未満

５年以上～２０年未満

２０年以上

５年以上～１０年未満

１０年以上～２０年未満

２０年以上

弔
慰
金

脱
退
一
時
金

現行の弔慰金、脱退一時金

�２０，０００円

５０，０００円

１００，０００円

３０，０００円

５０，０００円

１００，０００円

現行掛金額

�３，５００円

４，５００円

６，０００円

７，４００円

８，９００円

１０，８００円

１３，３００円
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回
は
、
昨
年
の
11
月
26
日
に
実

　
　
施
し
ま
し
た 

〝健
康
づ
く
り
講

演
会〟 

の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
が
簡
単
に
で
き
る
日
常

生
活
の
工
夫
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

食
生
活
改
善
の
実
践
の
た
め
に
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
テ
ー
マ
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
を
予
防
す
る
食
生
活
～
す
ぐ

に
で
き
る
改
善
ポ
イ
ン
ト
」

　
講
　
師
　
管
理
栄
養
士
　
相
馬
　

　
　
　
　
　
和
子
氏

  <
体
重
に
つ
い
て>

　
体
重
は
た
だ
測
る
だ
け
で
は
な
く
、

グ
ラ
フ
に
す
る
と
増
え
る
食
べ
物
・

減
ら
す
食
べ
物
が
見
え
て
く
る
。

　
で
き
れ
ば
１
日
２
回
、
朝
は
ト
イ

レ
の
後
、
夜
は
夕
食
後
と
時
間
を
決

め
、
毎
日
そ
の
日
の
体
調
や
思
っ
た

こ
と
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
を
添
え
る
。

１
週
間
～
１
カ
月
試
す
と
、
自
然
に

加
減
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

  <

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

　
　
　
　
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は>

　
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
そ
も
そ
も
の

要
因
～
食
べ
物
は
消
化
さ
れ
る
と
ブ

ド
ウ
糖
と
な
っ
て
血
液
中
に
存
在
し
、

門
脈
よ
り
取
り
込
ま
れ
肝
臓
を
介
し

て
全
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利

用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

摂
取
が
必
要
以
上
に
多
い
場
合
は
代

謝
さ
れ
ず
内
蔵
脂
肪
に
置
き
換
わ
る
。

危
険
因
子
が
１
つ
の
場
合
は
５
倍
、

２
つ
の
場
合
は
９
倍
、
３
つ
の
場
合

は
30
倍
と
動
脈
硬
化
に
な
る
リ
ス
ク

が
高
く
な
る
。
脂
肪
１
㎏
＝
７
、
０

０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
。
１
㎏
の
脂
肪

は
ウ
エ
ス
ト
だ
と
１
㎝
と
同
じ
と
考

え
る
。
た
く
さ
ん
付
く
と
当
然
足
腰

に
も
負
担
が
出
て
く
る
。

  <

食
生
活
の
改
善
ポ
イ
ン
ト>

①
１
日
の
食
事
で
ま
ず
改
善
で
き
そ

　
う
な
と
こ
ろ
は
ど
の
食
事
か
を
考

　
え
る
。
問
題
と
思
う
と
こ
ろ
を
チ

　
ェ
ッ
ク
。
腹
八
分
目
と
は
言
う
が

　
ど
の
程
度
か
わ
か
り
に
く
い
も
の
。

　
た
い
て
い
朝
食
は
軽
め
の
場
合
が

　
多
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
平
均
し

　
て
食
べ
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

②
間
食
は
や
め
る
？
減
ら
す
？
～
長

　
続
き
で
き
そ
う
な
方
法
を
選
ぶ
。

③
休
肝
日
を
つ
く
る
？
休
肝
日
は
つ

　
く
ら
ず
に
１
回
の
量
を
減
ら
す
？

　
～
間
食
と
同
じ
く
長
続
き
で
き
そ

　
う
な
方
法
を
選
ぶ
。

④
主
食
は
必
ず
摂
る
。
女
性
の
ダ
イ

　
エ
ッ
ト
は
ご
は
ん
抜
き
が
多
い
が
、

　
主
食
を
抜
く
と
知
ら
ず
知
ら
ず
の

　
う
ち
に
料
理
中
の
脂
肪
の
ウ
エ
イ

　
ト
が
増
え
る
の
で
注
意
。
糖
質
・

　
脂
質
・
た
ん
ぱ
く
質
の
バ
ラ
ン
ス

　
チ
ェ
ッ
ク
を
。

⑤
早
食
い
は
太
る
。
噛
む
こ
と
で
唾

　
液
が
分
泌
さ
れ
消
化
が
よ
く
な
り
、

　
脳
の
刺
激
や
血
糖
値
の
安
定
に
も

　
つ
な
が
る
。
卑
弥
呼
の
時
代
は
１

　

　
食
あ
た
り
３
、
９
９
０
回
噛
ん
で

　
い
た
の
に
対
し
、
現
代
は
１
食
６

　
０
０
回
程
度
し
か
噛
ん
で
い
な
い
。

⑥
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
１
袋
と
食
事
１
食

　
…
同
じ
カ
ロ
リ
ー
で
も
含
ま
れ
る

　
栄
養
素
は
全
く
違
う
。
ス
ナ
ッ
ク

　
菓
子
は
高
カ
ロ
リ
ー
で
し
か
も
ほ

　
と
ん
ど
噛
ま
ず
に
食
べ
ら
れ
る
。

⑦
サ
ラ
ダ
に
何
を
か
け
て
食
べ
る
か

　
？
～
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
た
っ
ぷ
り
か

　
け
る
と
２
４
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に

　
も
な
る
。
酢
で
薄
め
る
だ
け
で
も

　
カ
ロ
リ
ー
ダ
ウ
ン
。

⑧
パ
ン
に
塗
る
バ
タ
ー
～
全
面
に
ま

　
ん
べ
ん
な
く
塗
ら
ず
、
四
つ
角
に

　
塗
っ
て
み
る
。
口
に
残
る
バ
タ
ー

　
の
味
で
も
十
分
お
い
し
く
食
べ
ら

　
れ
る
は
ず
。

⑨
油
を
な
る
べ
く
使
わ
な
い
～
チ
ャ

　
ー
ハ
ン
を
作
る
場
合
、
冷
や
ご
は

　
ん
は
先
に
レ
ン
ジ
で
温
め
る
。
卵

　
も
レ
ン
ジ
で
炒
り
卵
を
作
り
、
最

　
後
に
少
量
の
油
で
炒
め
合
わ
せ
る
。

⑩
糖
分
を
な
る
べ
く
摂
ら
な
い
～
ジ

　
ュ
ー
ス
類
は
血
糖
値
が
急
に
上
が

　
る
の
で
夜
に
飲
む
こ
と
は
避
け
る
。

　
夕
食
後
の
果
物
も
控
え
め
に
。

⑪
仏
壇
の
お
供
え
は
あ
げ
る
人
の
好

　
み
が
反
映
さ
れ
る
。
で
き
る
だ
け

　
せ
ん
べ
い
な
ど
甘
く
な
い
も
の
を

　
選
び
、
あ
げ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す

　
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
フ
ー
ド
モ

　
デ
ル
で
の
代
用
も
考
え
る
。

⑫
早
め
に
歯
み
が
き
を
し
て
余
分
な

　
間
食
を
防
ぐ
。

⑬
食
事
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
血
糖
値
～

　
３
食
を
平
均
し
て
食
べ
る
こ
と
で
、

　
血
糖
値
の
変
動
は
少
な
く
抑
え
ら

　
れ
る
。（
血
糖
値
の
山
を
き
れ
い
に

　
並
べ
る
）
朝
食
を
抜
く
と
、
血
糖

　
値
は
比
較
的
高
値
に
変
動
す
る
。

⑭
洞
爺
湖
町
は
高
血
圧
の
人
が
多
い
。

　
（
講
師
が
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
に

　
携
わ
っ
た
経
過
よ
り
）
血
圧
の
予

　
防
で
一
般
的
な
の
が
減
塩
。
牛
乳

　
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は
摂
取
量
の
半
分

　
く
ら
い
し
か
吸
収
さ
れ
な
い
が
、

　
塩
分
は
１
０
０
％
体
に
取
り
込
ま

　
れ
る
こ
と
を
頭
に
お
く
。

《
塩
分
を
摂
ら
な
い
工
夫
・

　
　
　
　
　
　
排
泄
す
る
工
夫
》

・
味
付
け
な
し
で
料
理
を
つ
く
り
、

　
だ
し
割
り
し
ょ
う
ゆ
を
食
卓
で
か

　
け
て
食
べ
る
。

・
み
そ
汁
は
お
椀
を
小
さ
く
し
て
量

　
を
減
ら
す
～
当
た
り
前
に
食
べ
て

　
い
る
も
の
だ
が
、
距
離
を
置
い
て

　
ク
ー
ル
に
見
る
こ
と
が
減
塩
に
つ

　
な
が
る
。

・
塩
分
排
泄
の
た
め
に
カ
リ
ウ
ム
を

　
含
む
野
菜
を
し
っ
か
り
摂
る
。
１

　
日
の
目
安
は
生
で
両
手
い
っ
ぱ
い

　
く
ら
い
。

・
血
管
を
や
わ
ら
か
く
し
な
や
か
に

　
保
つ
た
め
に
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取

　
も
大
切
。
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今

栄養師から

堤　　 千 　晴
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年
12
月
12
日
、
北
海
道
・
青
森

　
　
県
・
岩
手
県
・
秋
田
県
及
び
関

係
市
町
は
、
こ
の
地
域
の
縄
文
遺
跡

群
を
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
追
加

す
る
提
案
書
を
文
化
庁
に
共
同
で
提

出
し
ま
し
た
。

　
世
界
遺
産
は
、
顕
著
な
普
遍
的
価

値
を
有
す
る
「
遺
跡
」
や
「
自
然
」
の
こ

と
で
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々
が
共

有
し
、
未
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
べ
き
人
類
共
通
の
宝
で
す
。

　
世
界
遺
産
を
損
傷
や
破
壊
か
ら
保

護
し
、
保
存
し
て
い
く
た
め
に
は
、

国
際
的
な
協
力
や
援
助
の
態
勢
を
確

立
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
こ
う
し
た

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
１
９
７
２
年

　

に
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
世
界
遺
産
条
約

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
は
１
９

９
２
年
に
こ
の
条
約
に
批
准
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
我
が
国
に
は
14
件
の
世
界

遺
産
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
提
案
さ
れ
た
遺
跡
は
、
４
道

県
に
ま
た
が
る
広
い
地
域
が
対
象
。

　
道
内
に
は
、
史
跡
入
江
・
高
砂
貝

塚
を
は
じ
め
、
伊
達
市
北
黄
金
貝
塚
、

森
町
鷲
ノ
木
遺
跡
、
函
館
市
大
船
遺

跡
な
ど
が
あ
り
、
本
州
で
は
、
三
内

丸
山
遺
跡
や
大
湯
環
状
列
石
、
亀
ヶ

岡
石
器
時
代
遺
跡
な
ど
貝
塚
や
ス
ト

ー
ン
サ
ー
ク
ル
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
史
跡
入
江
・
高
砂
貝
塚
は
、

整
備
に
向
け
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、「
人
と
自
然

と
の
共
生
の
場
と
し
て
の
空
間
づ
く

り
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。
過

去
の
文
化
や
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
遺

跡
を
守
り
伝
え
、
さ
ら
に
未
来
へ
と

遺
跡
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
実
現
し
て

い
く
た
め
に
は
、
史
跡
整
備
が
始
ま

る
前
段
階
か
ら
地
域
の
方
々
の
協
力

が
不
可
欠
で
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し

た
活
動
こ
そ
が
、
太
古
の
文
化
を
見

直
す
き
っ
か
け
と
な
り
、
ひ
い
て
は

地
域
の
文
化
を
見
直
す
こ
と
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
遺
跡
が
単
に
保
存
さ
れ
、
整
備
さ

れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

世
界
遺
産
に
向
け
て
地
域
が
誇
る
文

化
遺
産
と
し
て
多
く
の
人
た
ち
に
愛

さ
れ
る
史
跡
と
な
る
た
め
に
、
皆
さ

ん
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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い
燃
料
（
石
油
・
ガ
ス
）
価
格

　
　
で
悩
ま
さ
れ
て
い
る
こ
の
冬
。

家
庭
の
工
夫
で
出
費
を
抑
え
ま
し
ょ

う
。

・
重
ね
着
な
ど
を
し
て
暖
房
温
度
を

　
下
げ
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う

・
空
調
設
備
な
ど
を
使
っ
て
、
室
内

　
の
空
気
を
循
環
さ
せ
室
温
の
ム
ラ

　
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

・
窓
に
断
熱
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
た
り
、

　
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
や
長
め
の
カ
ー

　
テ
ン
を
使
用
し
、
室
内
の
暖
房
効

　
率
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

・
食
器
な
ど
は
、
つ
け
置
き
洗
い
や

　
ゴ
ム
手
袋
を
活
用
し
て
給
湯
温
度

　
を
低
く
抑
え
ま
し
ょ
う
。

・
食
器
洗
い
、
洗
面
や
歯
磨
き
の
際

　
は
お
湯
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
な
い

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
風
呂
は
入
浴
間
隔
を
あ
け
ず
に

　
入
り
、
保
温
シ
ー
ト
や
フ
タ
を
活

　
用
し
お
湯
を
さ
め
に
く
く
し
ま
し

　
ょ
う
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
は
点
火
時
に
ガ
ス
が

　
た
く
さ
ん
出
る
の
で
、
点
火
後
は

高

昨

　
　
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

　
　
一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名

産
品
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
３
０
０
ｇ
　
６
０
０
円

花
か
つ
お
　
　
７
５
ｇ
　
３
０
０
円

長
ひ
じ
き
　
　
７
５
ｇ
　
４
０
０
円

　
毎
月
25
日
を
締
切
り
と
し
、
27
日

に
受
け
渡
し
ま
す
。

虻
田
　
佐
々
木
宅

　
　
76
ー
４
５
８
９

温
泉
　
岡
村
宅
　
　
75
ー
２
７
０
４

役
場
　
産
業
課
　
　
74
ー
３
０
０
５

酸 　
適
量
に
細
め
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
車
は
運
転
方
法
に
よ
っ
て
ガ
ソ
リ

　
ン
の
消
費
量
が
変
化
し
ま
す
。
路

　
面
状
況
や
ア
イ
ド
リ
ン
グ
な
ど
を

　
避
け
、
省
燃
費
運
転
を
心
が
け
ま

　
し
ょ
う
。

◆
消
費
者
連
絡
会
だ
よ
り
◆

省
エ
ネ
で

　
　
出
費
抑
え
よ
う

地
域
が
つ
く
る

　
　
　
　
史
跡
整
備

消
費
者
連
絡
会
の

お
す
す
め
品

　
遺
跡
を
保
存
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

活
用
を
必
要
と
す
る
の
は
な
ぜ
で
し

ょ
う
か
。
文
化
財
保
護
法
第
１
条
に

は
、「
国
民
の
文
化
的
向
上
に
資
す
る

と
と
も
に
、
世
界
文
化
の
進
歩
に
貢

献
す
る
た
め
に
」
活
用
を
図
る
べ
き

だ
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
遺
跡
が
、

現
代
に
有
用
な
も
の
で
あ

る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て

い
て
、
一
度
失
わ
れ
た
も

の
は
、
大
切
な
も
の
で
あ

っ
て
も
元
に
戻
す
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
す
。

４道県
地域の縄文遺跡群を
世界遺産に提案

北黄金貝塚（史跡）
きたこがね

入江･高砂貝塚（史跡）
いりえ  たかさご

鷲ノ木遺跡（史跡）
わしのき

田小屋野貝塚（史跡）
た ご や の

亀ヶ岡石器時代遺跡
　　　　　　（史跡）

かめがおか

大湯環状列石
（特別史跡）

おおゆ

伊勢堂岱遺跡
　　　（史跡）

いせどうたい

大平山元1遺跡
おおだいやまもといち

長七谷地貝塚（史跡）
ちょうしちやち

是川石器時代遺跡
（史跡）

これかわ

二ツ森貝塚（史跡）
ふたつもり

大船遺跡（史跡）
おおふね

御所野遺跡
（史跡）

ごしょの

小牧野遺跡（史跡）
こまきの

三内丸山遺跡（特別史跡）
さんないまるやま

世界遺産に提案した遺跡群
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胆
振
地
域
通
年
雇
用
促
進
協
議

　
　
会
で
は
、
季
節
労
働
者
の
方
々

の
通
年
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
に
次

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
や
申
込
み
方
法
は
、

事
務
局
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
西
胆
振
地
域
通
年
雇
用
促
進
協
議

会
事
務
局
（
　
０
１
４
２
―
23
―
３

３
３
１<

内
線
５
３
３>

／
担
当
：
篠

原
・
小
川
）
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「風っ子」
「洞爺湖クラブ」
「とうや児童クラブ 」゙

平成20年度学童保育
　　　  入会児童募集のお知らせ

　小学校低学年の児童を持つ保護者の方が安心して働けるよう、学童保育（虻田地区では名称を「風っ子」

・洞爺湖温泉地区は「洞爺湖クラブ」・洞爺地区は「とうや児童クラブ 」゙といいます）を運営しています。

　学童保育とは、小学校下校後や土曜日・長期休暇時（夏・冬・春休み）・学校振替休暇時に保護者が仕事

などでお子さんがカギっ子になる家庭を対象に児童をお預かりする事業で、１年間または長期休暇時のみの

利用もできます。

　なお、新１年生については保育所及び幼稚園卒園式の翌日より受け入れいたします。（３月中は無料とします。）

　また、現在学童保育に入会されていて、来年度も引続き入会する方についても提出願います（１年更新とな

ります）。

虻　田　地　区「風　 っ　 子」

洞爺湖温泉地区「洞爺湖クラブ」

洞爺地区「とうや児童クラブ」

あ ぶ た 母 と 子 の 館

旧 月 浦 叡 明 館

洞爺いきがい交流センター

50名

20名

20名

名　　　　　称 実　施　場　所 定員

通
年
雇
用
を
希
望
さ
れ
る
皆
様
へ

西
実施事業 内　　容 実施時期 実施場所

回数

（定員）

１回

（40名）

１回

（40名）

事業所向け・通年

雇用支援セミナー

中小企業への各種

支援制度及び建設

業の新分野進出に

役立つ研修講座

伊達市

（ホテルローヤル）

洞爺湖町

（虻田ふれ合いセンター）

２月20日

２月21日

適宜求 人 開 拓 事 業

協議会に登録した

求人者に対し、求

人開拓を行います。

伊達市・洞爺湖町・豊浦

町・壮瞥町
３月31日

10名資格所得支援事業

資格を所得し、通

年雇用化を目指す

季節労働者の方を

対象に、資格所得

に伴う経費を助成

３月20日

まで　　

１回

（20名）

パ ソ コ ン

初 心 者 講 習

ワード・エクセル

の初心講習

伊達市

（伊達市商工会議所）

２月18日

～26日

〔対象児童〕　小学校低学年の児童（１年生～３年生　事情により４年生も可）

　　　　　　　保護者が就労などにより、放課後家庭が留守になり児童だけになる家庭（①ひとり親世帯②

　　　　　　　共働きの家庭など）

〔保育時間〕 〈通常〉　下校時から午後５時30分まで

　　　       　〈土曜日・長期休暇時・学校振替休暇のとき〉　午前８時30分から午後５時30分まで

〔早朝保育〕　午前８時～午前８時30分

〔延長保育〕　午後５時30分～午後６時

〔休 所 日〕　日曜日・祝日・年末年始（12月30日～１月５日）

〔料　　金〕　・月額　4,000円（長期休暇時利用の場合は日額160円）

　　　　　　　・早朝保育及び延長保育利用の場合　月額　各500円

〔受付期間〕　２月１日～２月28日

〔申し込み〕　申し込み用紙は、教育委員会（　74－3010）・洞爺湖温泉支

　　　　　　　所（　75－2281）・洞爺総合支所（　82－5111）にあります。

〔そ の 他〕　保育料を減免する制度がありますので問合せください。

〔問合せ先〕　教育委員会（　74－3010）
毎年恒例のクリスマス会毎年恒例のクリスマス会



　役場庁舎町

民ロビーを利

用し、毎月１

回、絵画・写

真・彫刻など

の作品展を行っています。

　今月は入江に在住の秋山密雄さ

んの写真展を行います。

　期間は、２月12日（火）から22

日（金）までの土・日を除く午前９

時から午後５時30分までです。

なお、12日は正午から展示、最

終日はは午後1時終了です。

23 20

新刊案内 読書の家
２月の休館日 祝日14日・21日・28日 11日

＜一　般＞▽ダイイング・アイ（東野圭吾）▽もった

いないことしてないか？（真珠まりこ）

＜一　般＞▽宮本　輝　全短編篇　＜上・下＞（宮本

　輝）▽焚き火の終わり＜上・下＞（宮本　輝）▽泣

き虫はハァちゃん（河合隼雄）▽ホームレス中学生

（田村　裕）▽夕映えの道（ドリス・レッシング）▽

鞍馬天狗傑作選２　山嶽党奇談（大佛次郎）▽清らか

秋　山　密　雄
写　　真　　展

第23回ふれあう心の
文化広場

歩くスキーの集い

■あぶた読書の家 76-2100 な厭世（阿久　悠）▽ダイイング・アイ（東野圭吾）

▽養老訓（養老孟司）▽日本の10大新教（島田裕己）

▽形とくらしの雑草図鑑（全国農村教育協会）

■みずうみ読書の家 75-4702

こ
ん に ち は

イベント･催し物イベント･催し物

■日　　時　２月24日（日）

　　　　　　午前９時～正午

■集合場所　旧花和小学校前　花

　　　　　　和自然コース（約５

　　　　　　㎞）

■参加対象　町民どなたでも参加

　　　　　　できます。

■申 込 み　2月20日（水）までに

　　　　　  社会教育課へ（　74

　　　　　 －3010／FAX76－

　　　　　　3216）

・豚汁を用意していますのでおに

　ぎりを持参してください。

・道具のない方は貸出いたします

　のでご連絡ください。

※カレッジパスポートをお持ちの

　方はご持参ください。

「ふれあう心

の文化広場」

は皆様のご協

力によりまし

て、今回で23

回目を数えることとなりました。

今年度も、近隣の市町の団体にも

ご出席いただきます。町民の皆様

のご来場をお待ちしております。

■日　時　３月９日（日）　

　　　　　開演12：30

■場　所　洞爺湖文化センター

■入場料　３００円

■問合せ　洞爺湖町文化団体協議

　　　　  会事務局：夏目（　76

　　　　　－1558）へ

※詳細については、新聞にチラシ

　折り込みいたします。

開館時間

◆あぶた読書の家
午前９時～午後５時

◆みずうみ読書の家
午前９時～午後４時30分
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セ
ン
タ
ー
は
５
時
ま
で
）

■
日
　
時
　
２
月
21
日

　
洞
爺
湖
町
育
英
基
金
育
英
生
を
次

の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

■
貸
付
対
象
　
親
権
者
な
ど
が
洞
爺

　
　
　
　
　
　
湖
町
内
に
住
所
を
有

　
　
　
　
　
　
し
、
成
績
優
秀
で
経

　
　
　
　
　
　
済
的
理
由
に
よ
り
修

　
　
　
　
　
　
学
困
難
な
学
生

■
貸
付
金
額
　
高
校
生
（
定
時
制
含

　
　
　
　
　
　
む
）
１
０
、
０
０
０

　
　
　
　
　
　
円
以
内
／
高
専
生
、

　
　
　
　
　
　
専
門
学
校
生
、
短
大

　
　
　
　
　
　
生
１
３
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
以
内
／
大
学
生
（
大

　
　
　
　
　
　
学
院
生
は
除
く
）
１

　
　
　
　
　
　
８
、
０
０
０
円
以
内

■
貸
付
期
間
　
正
規
通
常
修
学
期
間

　
　
　
　
　
　
以
内

■
貸
付
条
件
　
①
貸
付
け
は
原
則
無

　
　
　
　
　
　
利
子

　
　
　
　
　
　
②
親
権
者
な
ど
の
世

　
　
　
　
　
　
帯
収
入
が
基
準
以
下

　
　
　
　
　
　
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
③
貸
付
け
終
了
後
６

　
　
　
　
　
　
カ
月
経
過
後
か
ら
修

　
　
　
　
　
　
学
期
間
の
２
倍
以
内

平
成
20
年
度
洞
爺
湖
町
育
英
基
金

貸
付
学
生（
育
英
生
）
の
募
集

　
　
　
　
　
　
の
期
間
で
返
還

　
　
　
　
　
　
④
申
込
は
３
月
30
日

　
　
　
　
　
　
ま
で
教
育
委
員
会
必

　
　
　
　
　
　
着

■
必
要
書
類
　
育
英
生
願
書
、
学
校

　
　
　
　
　
　
長
推
薦
調
書
、
成
績

　
　
　
　
　
　
証
明
書
、
収
入
を
証

　
　
　
　
　
　
明
す
る
書
類
、
合
格

　
　
　
　
　
　
通
知
又
は
在
学
証
明

　
　
　
　
　
　
等

※
詳
し
く
は
、
洞
爺
湖
町
教
育
委
員

　
会
管
理
課
（
　
74
―
３
０
０
９
）

「
精
神
保
健
家
族

　
学
習
会
」
の
お
知
ら
せ

　
今
年
の
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

の
成
功
に
向
け
て
描
い
た
町
内
小
中

学
生
の
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
、
次
の
会

場
で
展
示
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
洞
爺
湖
町
役
場
ロ
ビ
ー
　
　
　
　

　
２
月
25
日（
月
）～
28
日（
木
）

▼
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

　
３
月
４
日（
火
）～
９
日（
日
）

▼
洞
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
３
月
11
日（
火
）～
16
日（
日
）

◆
開
館
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
９

　
時
～
午
後
５
時
30
分
（
ビ
ジ
タ
ー

　
サ
ミ
ッ
ト
小
中
学
生
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示
会

　
室
蘭
保
健
所
で
は
、
心
の
病
気
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
精
神
保
健
家
族
学
習
会

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
内
容
は
「
統
合
失
調
症
の
理
解
と

家
族
の
対
応
」
に
つ
い
て
専
門
医
師

か
ら
の
講
義
、
「
地
域
で
活
用
で
き

る
社
会
資
源
」
の
紹
介
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

■
日
　
時
　
３
月
13
日
（
木
）
　
午
前

　
　
　
　
　
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
　
所
　
室
蘭
市
障
害
者
福
祉
総

　
　
　
　
　
合
セ
ン
タ
ー
（
ぴ
あ
２

　
　
　
　
　
１
６
）

■
対
象
者
　
統
合
失
調
症
等
患
者
の

　
　
　
　
　
家
族

■
申
込
先
　
３
月
５
日
（
水
）
ま
で
室

　
　
　
　
　
蘭
保
健
所
へ
。
　
　
　

　
　
　
　
　
（
　
０
１
４
３
―
24
―

　
　
　
　
　
９
８
４
７
）

第
5
回
健
康
教
育
講
座

心
か
ら
お
く
や
み

　
　
　
申
し
あ
げ
ま
す

故岩佐貞男さん
■12月１日死去
■78歳■遺族は
芳枝さん■虻4区

故大髙　篤さん
■12月１日死去
■91歳■洞仁会

故川人　角さん
■12月１日死去
■95歳■遺族は
晶子さん■入1区

故栗林フサ子さん
■12月３日死去
■76歳■遺族は
正明さん■温3区

故菅野ルリ子さん
■12月６日死去
■66歳■遺族は
常夫さん■入4区

故篠原トクヱさん
■12月７日死去
■95歳■遺族は
功さん■温８区

故成田道子さん
■12月12日死去
■73歳■遺族は
横山明男さん■温5区

故小栗山富三さん
■12月16日死去
■78歳■遺族は
節子さん■温3区

故後藤豊子さん
■12月23日死去
■76歳■遺族は
政義さん■温3区

故櫻井トヨさん
■12月24日死去
■100歳■遺族は
村上隆昭さん■美沢西

故高橋　榮さん
■12月25日死去
■84歳■遺族は
司さん■虻５区

故今野　馨さん
■12月26日死去
■81歳■遺族は
良子さん■入1区
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■
料
　
金
　
１
、
０
０
０
円

■
申
込
み
　
２
月
21
日
か
ら
電
話
又

　
　
　
　
　
は
直
接

■
持
ち
物
　
裁
縫
道
具
一
式
、
白
・

　
　
　
　
　
黒
糸
、
し
つ
け
糸
、
ミ

　
　
　
　
　
シ
ン
糸
、
チ
ャ
コ
ペ
ン
、

　
　
　
　
　
も
の
さ
し
、
ネ
ク
タ
イ

　
　
　
　
　
１
本
～
２
本

■
問
合
せ
　
西
い
ぶ
り
リ
サ
ク
ル
プ

　
　
　
　
　
ラ
ザ
（
室
蘭
市
石
川
町

　
　
　
　
　
　
０
１
４
３
―
59
―
０

　
　
　
　
　
３
１
９
）

　
メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
の
「
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」
に
よ
る

排
出
基
準
値
は
、
０
・
１
ナ
ノ
グ
ラ

ム
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
測
定
結

果
は
、
基
準
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
１
号
炉

測
定

日
…
平
成
19
年
10
月
16
日

測
定
結
果
…
０
・
０
０
３
８
ナ
ノ
グ

　
　
　
　
　
ラ
ム

（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
、
10
億
分
の
１
グ

ラ
ム
）

　
詳
細
は
、
西
い
ぶ
り
広
域
連
合
総

務
課
（
　
０
１
４
３
―
59
―
０
７
０

５
）

故平間マサヲさん
■12月８日死去
■95歳■遺族は
アツ子さん■清水区

故伊藤悌二郎さん
■12月27日死去
■92歳■遺族は
那利さん■虻3区

故藤井　満さん
■12月11日死去
■56歳■遺族は
松井保明さん■虻５区

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

■
場
　
所
　
洞
爺
協
会
病
院
正
面
玄

　
　
　
　
　
関
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

　
　
　
　
　
ル

■
内
　
容
　
「
転
倒
し
な
い
為
の
運

　
　
　
　
　
動
」

■
講
　
師
　
理
学
療
法
士
　
渡
辺
耕

　
　
　
　
　
司

■
問
合
せ
　
洞
爺
協
会
病
院
：
小
杉

　
　
　
　
　
・
永
井
（
　
74
―
２
５

　
　
　
　
　
５
５
）

　
お
裁
縫
は
初
心
者
と
い
う
方
で
も

１
日
の
講
座
で
で
き
る
よ
う
な
作
品

を
つ
く
り
ま
す
。
是
非
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
　
時
　
３
月
16
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
西
い
ぶ
り
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
プ
ラ
ザ
２
階
工
房

■
作
　
品
　
ネ
ク
タ
イ
で
作
る
ポ
シ

　
　
　
　
　
エ
ッ
ト

西
い
ぶ
り
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

「
リ
フ
ォ
ー
ム
体
験
講
座
」

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
排
ガ
ス

（
煙
突
）
測
定
結
果

　
経
済
産
業
省
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
の
一
環
と
し
て
、
日
常
生
活
に
お

け
る
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
に
よ
る
家

庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
活
動
（
ア
イ
デ

ア
）
と
そ
の
成
果
の
コ
ン
テ
ス
ト
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
希
望
者
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
事

務
局
ま
で
。

　
詳
し
く
は
、（
財
）省
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
推
進
本

部
「
省
エ
ネ
コ
ン
テ
ス
ト
」
事
務
局

(

　
03
―
５
５
４
３
―
３
０
１
３
・

h
ttp//w

w
w
.eccj.or.jp/con

test08/)
家
庭
、
学
校
の
省
エ
ネ

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
付
物
品

〈
洞
爺
村
国
際
彫
刻
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

　
へ
〉

▼
㈱
わ
か
さ
い
も
本
舗
（
若
狭
洋
市

　
会
長
）
は
20
万
円

〈
サ
ミ
ッ
ト
関
連
事
業
へ
〉

▼
伊
藤
那
利
さ
ん
（
虻
３
区
）
は
20

　
万
円

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

〈
歳
末
助
け
合
い
〉

▼
虻
田
４
区
自
治
会
は
１
千
円

▼
民
生
委
員
協
議
会
は
３
万
８
千
円

▼
清
水
ク
ラ
ブ
は
６
千
７
１
１
円

▼
洞
爺
湖
町
議
会
議
員
会
は
10
万
円

〈
寄
付
・
物
品
〉

▼
清
水
ク
ラ
ブ
▼
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
▼
銀
嶺
ク
ラ
ブ

寄
　
　
付

２月20日は
交通事故死ゼロを
目指す日です

　交通事故死が後をたち

ません。

　内閣府は、この事態に

対し２月20日を「交通事

故死ゼロを目指す日」に

制定し、交通事故死撲滅

を全国的にアピールする

ことにしました。

　町民のみなさんも、交

通事故にはくれぐれも気

をつけてください。

　４月10日に、第2弾の

キャンペーンを行う予定

です。

　住民課交通防犯係

　　74－3002

書損じはがきで、
タイの子どもらを学校へ

　虻田中学校生徒会（原綾香会長）

では、書き損じのはがきを集め、

その費用でタイの子どもらを学校

に行かせる「ダルニー奨学金」の

支援活動を数年前から行っていま

す。

　ハガキ200枚ほどで、１人の子

どもが１年間学

校へ通えます。

　協力できる方

は、虻田中学校

（　76―2051）

の生徒会顧問・

三浦先生へ連絡

ください。

▼
千
歳
林
業
㈱
（
角
田
義
弘
代
表
取

　
締
役
）
は
30
万
円

▼
ダ
テ
ユ
ウ
タ
さ
ん
（
伊
達
市
）
は

　
５
、
０
０
０
円

〈
と
う
や
小
学
校
の
図
書
購
入
費
と

　
し
て
〉

▼
洞
仁
会
洞
爺
温
泉
病
院
（
中
谷
玲

　
二
理
事
長
）
は
５
万
円

〈
地
域
振
興
及
び
児
童
福
祉
と
し
て

▼
菊
地
貴
博
さ
ん

〈
福
祉
事
業
へ
〉

〉
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人口と世帯の動き人口と世帯の動き （平成19年12月31日現在）

月対比

男 …… 5,054人  （△　7）

女 …… 5,746人  （△　2）

計 ……10,800人  （△　9）

世帯…… 5,237世帯（△ 15）

■連絡先 洞爺湖町健康福祉センター

　76－4006（健康指導係）

2月「さわやか＆
ふれ愛センター」
の　行　事　予　定

〈「さわやか」トレーニングルーム一般開放〉〈洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放〉

火・木・土曜日 月～金曜日

日曜日

※但し両施設とも祝祭日は除きます。原則的に中学生以下はご利用になれません。

午後１時～午後８時30分 午前８時45分～午後５時30分

午前10時～午後５時30分

行　　　事　　　予　　　定 健　康　診　断　・　予　防　接　種

洞爺地区

健康相談

２月28日（木）

受付

午後1時～

1時30分

健康福祉セ

ンター
乳児健診

午前10時～

正午

洞爺総合支

所

親子ふれあ

い遊び

午前10時～

11時30分

健康福祉セ

ンター
2月15日(金)

2月22日(金)

29日(金)
本町保育所保育所開放

午前10時～

11時30分

2月12日(火)

15日(金)

22日(金)

26日(火)

29日(金)

名　　称日　　時 時　　間 会　　場 名　　称日　　時 時　　間 会　　場

◆洞爺地区健康相談／3月7日(金)・11日(火)・14日(金)18日

(火)・21日(金)・25日(火)28日(金)（洞爺総合支所）

◆保育所開放／3月7日(金)・3月14日(金)（本町保育所）

◆親子ふれあい遊び／3月21日(金)（さわやか）

◆フッ素塗布／3月6日(木)（さわやか）

◆乳児健診／3月27日(木)（ふれ愛）

３月の予定

東奔西走
　中国で作られた餃子の食中毒被害がマス

コミを賑わしています。▼作った会社が一

番に責められるのは当然のことですが、作

らせた日本には責任はないのでしょうか。

▼食料自給率が約40％といわれる中で、改

めて食の安全、安心について考えさせられ

ました。▼「地域の食材を使って作られる、

多種多様な地域の食を守ろう」というスロ

ーフードの運動があります。▼この考えを

実践しているのが洞爺で行われてきた「美

味い物コンテスト」。▼奇をてらわず、地

場の物を使って作られた料理は、一人ひと

りの思いと各家庭の伝統がいきづいている

一品です。▼この問題は、便利さと三ツ星

に浮かれてきた食生活を反省する良い機会

かもしれません。

今月のワンショット

多くのボランティアで作り上げたペットボトルキャンドル（とうや水の駅）多くのボランティアで作り上げたペットボトルキャンドル（とうや水の駅）




